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-・・圃・・"スタ“ 
長島で日本初の「レイ ンジャ ー」が完成

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
に
特
徴

フ
ス
社
製
を
ミ
ゼ
ッ
テ
ィ
が
導
入

な
が
し
ま
大
ゆ
・
?
え
ん
ち

(三
市
一以
桑
名
郡
長
島
町、

氏
自
削
統
光
開
発
鮒
)
で
、
日

本
初
mHA
蝿帽の

「
レ
イ
ン
ジ
ャ

ー
』
が
完
成
、
八
月
十
三
日

か
ら
営
業
運
転
を
開
始
し
た
.

こ
の
「
レ
イ
ン
ジ
ャ

ー
」

は
阿
ド
イ
ツ
の
フ
ス
社
製
で

昨
年
の

I
A
A
P
A
シ
ョ

ー

で
党
表
さ
れ
た
新
機
日
開
。
丙

ド
イ
ツ
で
は
す
で
に
設
抗
例

が
あ
る
が
、
凶
ド
イ
ツ
以
外

で
は
初
め
て
と
の
こ
と
.
フ

ス
社
と
総
代
用
問
契
約
を
し

て
い
る
ミ
ゼ
ッ
テ
ィ
工
業
附

(本
社
点
以
.
総
本
川
開
法
什
，

H

N
}

が
ゆ
入
、
徳
川
叫
を
込
め

て
忠
て
今

M
営
業
巡
転
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
.

「
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
」
は
船

の
形
を
し
た
応
物

(山辺
H
H
凶

十
名
)
が
.
地
上
か
ら
斜
め

に
処
て
ら
れ
た
ア

l
ム

(地

上
l
e
H川
)
の
織
を
中
心
に

垂
直
.
山
を
回
転
し
て
い
く
ら

の
.
実
際
の
運
転
で
は
ま
ず

左
副
り
に

e-M
転
し
、
布
陣
閉

ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
逆
方

向
に
二
回
転
し
、

一反
る
。
ス

ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め
た
ス
ウ
ィ

ン
グ
運
動
時
に
は
無
重
力
感

覚
と
な
る
。
副
転
煎
径
二
卜

υ川
、
大
図
伝
の
さ
い
の
位
向

位
川
崎
高
さ
二
卜
一-
H

・.

船
形
品
取
物
の
中
は
、
座
席

減
分
に
采
谷
を
阿
山
一
止
す
る
安

全
怜
が
泊
以
シ
リ
ン
ダ
ー
で

働
く
よ
う
に
な
っ
て
わねリ・

艇
が
山
崎
将
に
ひ
っ
た
リ
く
っ

つ
い
て
か
ら
崎
町
憾
の
動
作
が

始
ま
る
・
ま
た
紛
の
鯛
刈
・

天
井
仰
に
む
鉄
仙
仰
が
長
ん
で

わ
り
リ
.
乗
っ
て
い
る
附
は
来

物
僚
が
ど
の
位
波
に
あ

っ
て

も
泉
谷
が
安
全
を
備
保
で
さ

る
よ
・
ヲ
に
し
て
い

る
.
なわり

機
械
動
作
で
は
い
さ
な
リ
作

品
開
さ
せ
る
こ
と

b
J
W什
さ

せ
る
よ
と

L
で
き
、
全
自
動

操
作
む
子
動
操
作
ち
で
き
る

ふ
山ト町一
y

J
i
一
歩
・

，，，
.
JtMH""

“H
n
g
v-

Li
m

b
HUn
阿
り
.

と
の
ニ
と
。

ミ
ゼ
ッ
テ
ィ
工
業
の
総
本

社
長
に
よ
る
と
、

同
出
械
の
利

徴
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
巡
品
川

健
を
支
え
る
油
圧
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
あ
る

と
の
こ
と
で
、
従
米
か
ら
の

「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」
や

-
パ
イ
ラ
ッ
ト
」
な
ど
と
は

異
な
る
楽
し
さ
が
味
わ
え
る

と
し
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
も

ε、，g
「

独
特
な
も
の
だ
が
、
活
飾
に
ま
た
今
年
依
に
は
・
内
ド
イ
ツ
-

L
新
開
発
の
点
が
み
ら
れ
る
ジ

l
ラ

l
社
、
ウ
ェ
ー
ブ

・

な
お
川
遊
附
地
で
は
:
・
川
ス
ウ
ィ
ン
ガ

l
」
が
川
鉄
尚

-

a

十
日
か
・
句

、
ト
ロ
イ
カ
」

が
を
泊
じ
て
保
人
.
米
年
必

の
常
業
巡
松
を
開
始
し
て
わ
り
に
は
シ
A

ワ
ル
ツ
コ
フ
社
、ル

リ‘

ニ
れ
ら
必
ド
イ
ツ
・

7

l

ピ
ン
グ

・
コ
ー
ス
タ
ー

u
ハ
ー

で

こ

.
、
中
村
稔
哉

ス
社
製
で
ミ
ゼ
ッ
テ
ィ
ド
支

が
勾
人
さ
れ
る
チ
定
と
な

っ

住
民
)
は
じ
月
一て
卜
日
・
本

を
泊
じ
て
み
人
さ
れ
た
む
の

て

い

る

社
に
て
州
日
本
件
学
妓
街
振

y-〈
5
2
5
2
5
2〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
，、
i
、5
、5
、〈〈

5
、〈戸、

5toss--JtttttJ
4〈〈
〈e

興
財
聞
の
中
藤
重
郎
理
事
よ

富

士

急

ハ

イ

ラ

ン

ド

に

、

直

径

が

大
の
「
メ
リ
ー
ゴ

ー
ラ
ン
ド
」

リ
紺
綬
褒
状
の
伝
達
を
受
け

‘
，
.
，
 
.
.
 

-

の
営
業
泌
転
を
開
始
し
て
必
た
。

2
4
レ
ト
ヨ
虞
L

、ηノ
メ
リ

lコ
l

阿
国
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
ナ
ム
コ
が
「
ロ
ポ

E
a
ーヨ
E
扇
」
ノ

U
ラ

ン

ド

完

成

こ
れ
は
明
畠
特
殊
産
業
側
ッ
ト
大
会
」
に
全
面
協
力
し

(本
社
大
阪
、
岡
本
昌
明
社
た
リ
、
同
財
団
内
に
ロ
ポ
ツ

デ
ザ
イ
ン
ち
特
徴
あ
る
明
昌
裂

一〆
S

R
)

製
造
に
よ
る
も
の
で
、
ト
技
術
の
振
興
を
目
的
と
し

回
転
務
分
の
前
径
は
二
十

μ
た

「
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
疲
奥
義

(控
物
の
砲
筏
-
-
L
l
八
H

川
)

令
」
を
設
け
る
な
ど
、
か
ね

と
日
本
最
大
を
湾
っ
て
い

る。

て
よ
り
肉
財
団
の
市
中
業
展
開

ま
た
内
袋
、

外
袋
と
も
特
に

に
少
な
か
ら
ぬ
貢
献
を
し
て

入
念
に
仕
上
げ
ら
札
て
お
り
、

き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も

パ
ロ

γ
7
に
近
い
ロ
コ
コ
訓

の
で
、
向
財
団
よ
リ
科
学
技

の
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
と
な

っ

術
げ
を
泊
じ
て
総
理
府
貧
勲

て
い
る
・

川
例
の

wnmは
ヤ

川
へ
災
彬
の
申
舗
が
あ
リ
.

ン
グ
が
巾
心
で
、
こ
の

メ
リ

A
J
聞
の
会
貨
と
な
っ
た
・

ー
ゴ
|
ラ
ン
ド

b
巡

似

を

ス

ナ

ム

コ
の
中
村
社
長
は
「
利

タ
l
ト
し
て
以
米
、
大
変
な
ル
枇
を
社
会
に
還
厄
す
る
の
む

人
公
と
な
っ
て

い
る
。

企

於

の

一

つ

の

必
務
ど
と
忽

そ
の
他
の

H
織
で
は
向
き
う
の
で
、

A
F
M
の
受
食

は

%

が
九

-
h
H川
、

M
松
川
州
ムU
L
L

恥
ず
か
し
い
気
む
す
る
が
、

に
上
下
品
川
す
る
%
が

h
ト
以
似
た
ち
の
功
紛
が
泌
め
ら
れ

と
潟
市

h
ム
け
が
設
け
ら
れ
て
た
二
と
で
ぶ
前
に
帯
び
た
い
.

い
る
。
利
川
料
金
は
大
人
チ

こ
の
こ
と
が
業
界
全
体
の
社

ど
も
と
ら
二

百
川
。
委
託
営

会
的
地
位
向
上
に
い
さ
さ
か

業
で
な
く
、
山
上
急
に
よ
る
な
リ
と
も
役
・
4
て
ば
幸
い
だ
L

術
品
ち
と
の
こ
と
。

と
諮
っ
て
い
る
・

、

上の写真は長

島遊間地に兜

成した rレイ

ンジャー」 、

左怯座席郵骨

告示す図

.回

ω 
豊島遊園地での 'トロイカJ

何
回
上
急
ハ
イ
ラ
ン
ド

(山

梨
県
山
十
官
邸
山
、

ハ
イ
ラ

ン
ド
遊
間
紛
)
で
は
ヒ
月
卜

九
日
、
回
転
直
後
で
日
本
放

-、

支花街日来ヲ干ご授術振買で紺綬欝|犬賜る

ナ
ム
コ
ヘ
科
学
技
術

振
興
財
団
か
ら
伝
達

n0.172 
198作 9/1

側
ナ
ム
コ

(本
村
H
米
-um

m大
川
灰
一
部
凶
五
の

一卜
八

の-亡
、
例
円
ビ
ル
‘

合
じ
コ

ょの写真U伝遺終えた日本科掌技術援興財団由甲麗理事場と

ナふコ・奥富島常務
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J
A
M
M
A
・
著
作
権
問
題
特
別
委
が
さ
ら
に

2
小
委
新
設

日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
工
業
協
会

(J
A
M

M
A
)
で
は
さ
き
ほ
ど
の
刷也

事
会

(
六
月
二
十
四
日
)
決

定
で
叫
刺
殺
さ
れ
た
務
作
掛
川
問

題
特
別
委
只
会

(中
村
松
故

委
員
長
、
委
員

l
八
社
)
を

七
月
一
十
八
日
、
東
京

・
r

B
R
ピ
ル
に
で
剛
志
、

T

V

ゲ
1
ム
機
の
コ
ピ

l
防
止
の

た
め
の
努
作
権
肱
慨
す
一へ
の
取

組
み
方
を
検
討
し
た
ほ
か
、

補
助
法
版
取
り
つ
け
じ
よ
る

改
造
行
為
に
つ
い
て
の
申
し
ず
イ
ー
ス
ト
コ
ア
レ
ジ
T
ン
」

介
わ
せ
事
瓜
を
リ
決
定
し
た
。

二

人
間
と
U
本
物
注

「
対
川

会
議
の
前
半
ば
次
の
と
む
マ

ー
ジ
ャ
ン
」
に
つ
い
て
附

り
総
告
が
な
さ
れ
た
。
①
川

社
が
立
均
一を
説
明
し
た
。
@

本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
卜
7

シ

「
ハ
ス
ラ
l
」
許
新
川
題
に

ン
考
作
権
協
会
か
ら
の
抗
滋
つ
い
て
点
林
健
次
郎
氏
か
ら
版

文
に
対
し
、
七
月
二
|今

一川

代
が
あ

っ
た
。
な
お
②
に
関

付
で
凶
附
合
し
た
(前
月
既
惚
)
し
今
後
派
生
す
る
問
題
が
あ

②
「
ジ
ヤ
ン
ビ

ュ
i
タ
」
尚

れ

ば
7

一立
技
併
が
内
H
H
肢
を
も

制
服
権
問
題
に
関
し
、
一
一立
技

っ
て
解
決
に
ψ
I
た
る
こ
と
が

仰
が
問
題
の
尚
制
限
腕
閣
を
買
い
後
泌
さ
れ
た
。

と
っ
た
こ
と
で

，
応

解

決

し

次

に

「
ハ
ン
グ
リ
ー
マ
ン
」

た

(前
号
既
報
)
、
③
デ
|
問
題
に
閃
述
し
て
、
補
助
法

板
取
り
つ
け
に
よ
る
改
造
行

為
に
閲
す
る
中
し
合
わ
せ
が

カ
ワ
ク
ス
か
ら
総
奈
さ
れ
、

委
付
会
と
し
て

-
部
修
正
の

問
う
え
友
の
と
お
り
探
択
し
、

開

発
表
す
る
こ
と
が
維
泌
さ
れ

げ

た

。
こ
れ
は
「
ハ
ン
グ
リ
ー

会
マ
ン
L

問
題
が
ナ
ム
コ
と
カ

会

ワ
ク
ス
の
問
で
解
決
さ
れ
る

糊

の
を
機
会
に
提
案
さ
れ
た
も

鵬

の
で
、
今
後
間
磁
の
問
題
が

晴

起
ら
な
い
よ
う
業
界
全
般
に

議

対

し
ひ
と
つ
の
ル
|
ル
を
隊

A

必
す
る
よ
う
求
め
て
、
附
委

州

員
会
の
決
定
を
と
り
つ
け
た

川

も
の
。
補
助
裁
板
を
取
り
つ

け
る
こ
と
で
叫
仙
台
付
の
ゲ
l
ム

内
経
に
変
化
を
も
た
ら
せ
る

行
為
は
、
こ
こ
数
年
間
問
題

に
な
る
の
か
な
ら
な
い
か
は

っ
き
り
し
な
い
ま
ま
き
た
わ

け
だ
が
、
少
な
く
と
も
オ
リ

ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
と
の
川
相
談

h 

補
助
基
板
の
接
続
に
よ
る
ビ
デ
オ

ゲ
l
ム
機
の
ゲ
i
ム
内
容
変
更
行

為
に
関
す
る
申
し
合
わ
せJ

A
M
M
A
 

ピ
デ
オ
ゲ
l
ム
機
の
場
合
、

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
機
械

に
、
補
助

(
サ
プ
)
基
桜
ル
官

接
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
ゲ

旬'‘，、
} 

月2回 (1 Ii・15日)発行

大阪府下37の社会福祉施設へ

TV機79台寄
NAO第|、第2、第3支部が合同で

第172号

ア
イ
レ
ム
側
(
本
社
大
阪
、

辻
本
慾
三
社
長
)
で
は
ニ
の

ほ
ど
、
初
め
て
海
外

へ
同
社

T

V
ゲ
l
ム
を
製
法
許
消
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

-}
れ
は
同
社
T

V
ゲ
l
ム

機

「
w
w
m
(ワ
ー
ル
ド

・

ウ
ォ
1
・
ス
リ

l
)
」
に
関

す
る
も
の
で
、
米
悶
の
エ
ッ

ク
ス
コ
ア

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
社
(
本
判
官
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
サ
ラ
ゼ
ン
社
長
)
に

対
し
七
月
二
十
ぺ
目
、
製
造

許
諾
し
た
。

エ
ッ
ク
ス
コ
ア

・
イ
ン
タ

昭和何年9月 1日

の
上
行
な
わ
れ
る
べ
き
だ
と
次
に
川
委
ハ
同
会
が
T
V
ゲ

す
る
ル
|
ル
が
ひ
と
つ
出
来

l
ム
機
の
務
作
権
似
し
ぷ
へ
ど

た
こ
と
に
な
る
。

う
取
組
む
か
が
い
ろ
い
ろ
治

な
お
ど
こ
ま
で
が
コ
ピ
l

議
さ
れ
、
①
会
川
胤
の
コ
ピ

で
あ
る
か
と
か
、
ゲ
l
ム
ソ

i
紛
争
に
際
し
、
そ
の
純
作

フ
卜
と
ハ

i
ド
は
切
岬
惜
し
て
の
た
め
の
受
け
肌
的
機
関
を

考
え
る
か
ど
う
か
ー
ー
な
ど
作
る
必
裂
が
あ
る
、
と
し
て

に
つ
い
て
の
川
隊
化
は
ま
だ
ぷ
止
競
争
防
止
委
民
会

(小

川
刊
吋
の
時
間
を
裂
す
る
と
さ
村
利
級
委
此
H
M
)

が
こ
れ
に

れ
た
。
コ
ピ
l
問
題
に
闘
し
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
②

明
隊
化
す
べ
き
こ
と
は
多
い

T

V
ゲ
l
ム
機
の
著
作
縦
隊

が

一
議
に
解
決
し
な
い
現
状
す
の
た
め
の
法
制
反
改
持
を

い
お
い
て
、
解
決
へ
む
か
う
命
む
研
究
、
活
動
を
す
る
必

た
め
の
ル
l
ル
が
ひ
と
つ
で
裂
が
あ
る
、
と
し
て
中
山
僚

も
出
来
と
こ
と
の
怠
議
は
火
山
概
氏
を
小
心
と
す
る
小
委
以

き
い
と
さ
れ
て
い
る
。

会
を
新
設
、
さ
ら
に

@
χ脚

M

i
l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
i
 

サ

ブ

基

板

「
ハ

ン

グ

リ

ー

マ

ン

」

で

ナ

ム

コ

と

カ
ワ
ク
ス

的
い
T
V
ゲ
ー
ム
機
の
必
作

絡
を
保
巡
し
て
い
く
た
め
の

必
礎
作
業
と
し
て

「校
録
制

皮
」
を
州
立
す
る
必
要
が
あ

る
、
と
し
て
中
川
附
級
氏
を

中
心
に
小
委
ハ
H
会
を
新
設
、

そ
れ
ぞ
れ
剥
査
研
究
を
始
め

る
こ
と
に
寺
っ
た
。

こ
れ
ら
:
.
委
員
会

(う
ち

ぺ
つ
は
特
別
委
U
H
会
内
は
小

委
員
会
)
に
よ
り
、
H
ハ
体
的

な
作
業
に
人
る
こ
と
が
般
犯

さ
れ
、
よ
う
や
く
T
V
ゲ
ー

ム
の
表
作
品椛叫慨す
一へ
の
動
き

が
J
A
M
M
A
サ
イ
ド
で
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

。
!
 

た
ゲ

l
ム
内
谷
と
な
っ
て
い

る
が
、
基
本
的
な
遊
び
か
た
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
同
じ
。

別

の
ゲ

l
ム
と
言
う
よ
り
も
、

や
は
り
ゲ
|
ム
内
谷
に

H

変

化
を
も
た
せ
た
が
同住
皮
と
き

で
こ
の
件
は
解
決
し
た
が
、
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
み
改

J
A
M
M
A
が
さ
ら
に
補
助
逃
仰
に
つ
い
て
も
オ
リ
ジ

e

ナ

基
板
取
り

つ
け
に
よ
る
改
造
ル
メ
ー
カ
ー
の
怠
向
は
無
祝

行
為
に
つ
い
て
の
申
し
合
わ
さ
れ
る
べ
き
で
な
く
、
そ
の

せ
を
採
択
し
た
こ
と
に
よ
リ、

他
の
問
題
発
生
を
避
け
る
た

こ
の
緩
の
行
為
の
取
扱
い
が
め
に
も
オ
リ
ジ
ナ
ル

メ
ー
カ

明
織
化
し
た
(
考
作
品
悩
特
別

ー

と
の
相
談
が
必
要
と
い
う

委
員
会
に
関
す
る
記
事
参
照
)。

も
の
。

「
ハ
ン
グ
リ
ー
7

ン
』
は
な
お
ナ
ム
コ
で
は
同
様
に

ナ
ム
コ

『
パ
ッ
ク
マ
ン
」
に
「
バ
ッ
ク

マ
ン
」
を
変
更
し

補
助
法
同
慨
を
按
絞
し
て
、
パ
た
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
マ
ン
」

ツ
ク

マ
ン
に
変
化
を
も
た
せ
や
「
ピ
ラ
ニ
ア
」
に
つ
い
て

も
問
題
が
あ
る
と
し
、

現
在

こ
れ
ら
に
つ
い
て
調
査
を
進

め
て
い
る
と
の
こ
と
。

話
合
い
成
立

な
お

「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
マ
ン
」
な
ど
も
問
題
に

紛
イ
グ
レ
ッ
ク
(
本
初
大

阪
、
山
口
芳
男
祉
長
)
製
造
、

山側
カ
ワ
ク
ス
(
本
社
大
阪
、

川
摘
俊
太
・
郎
社
長
)
販
売
に

よ
る
「
ハ
ン
グ
リ
ー
マ
ン
」

補
助
恭
板
に
つ
い
て
、
側
ナ

ム
コ
(
本
省
東
京

中
村
級

裁
社
長
)
が
同
れ
T

V
ゲ
ー

ム
機

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
に
お

け
る
絡
権
利
を
佼
答
し
て
い

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て、

イ
グ
レ
ッ

7
と
カ
ワ
ク
ス
に

ク
レ
ー
ム
を
申
し
立
て
て
い

た
が
、
七
月
二
十
八
日
に
解

決
し
た
。

ナ
ム
コ
、
カ
ワ
ク
ス
に
よ

り
進
め
ら
れ
て
い
き
話
合
い

が
成
立
し
、
カ
ワ
ク
ス
側
は

逃
憾
の
怠
を
表
明
す
る
こ
と

8
目
、
東
京
で

第
四
回
理
事
会

右は

「ハ
ン
グ
リ
ー
マン
」
の
函
酒

J
A
M
M
A
 

う
こ
と
が
最
近
目
立
っ
て
多
な
ど
が
不
明
に
な
る
お
そ
れ
の
業
務
を
行
な
う
場
合
、
ォ

く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
こ
う
リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
と
の
十
日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン

卜

こ
う
し
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
し
た
事
態
の
起
こ
ら
な
い
よ
分
な
お
し
合
い
と
了
解
を
経
マ
シ
ン
工
業
協
会

(J
A
M

川
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
メ
ー
カ
ー
う
に
す
る
た
め
に
私
た
ち
は
、
て
行
な
・7
べ
き
で
あ
る
と
の

M
A
)
で
は
第
問
削
理
本
会

に
泌
す
る
工
業
所
有
総
や
箸
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
メ
ー
カ
ー
製
・
i
同
期
に
立
つ
こ
と
を
抑
制
叫
し

を
九
月
八
日
午
後
二
時
か
ら

作
織
を
侵
害
す
る
可
能
悦
ゃ
、
口
聞
な
ら
び
に
許
諸
製
品
に
補
た
う
え
で
、
全
国
の
オ
ペ
レ

T
B
R
ピ
ル
に
で
聞
く
。

間
電
気
閉
口
間
取
締
法
に
触
れ
助
終
回
慨
を
接
続
す
る
こ
と
に

l
タ
l
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ

ュ

同
会
合
で
は
著
作
権
問
泌

る
可
能
性
が
あ
る
ば
か
り
で
よ
り
著
し
く
制
相
似
し
た
ゲ

i

1
7
l
、
メ
ー
カ
ー
に
刈
し
特
別
委
民
会
で
設
け
ら
れ
と

は
な
く
、
故
防
し
た
均
合
の
ム
内
符
に
変
死
さ
せ
る
行
為
て
以
上
の
袋
町
削
に
よ
る
ご
協

二
つ
の

「
小
委
員
会
」
が
句
ホ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
賀
川
市
の
所
住
な
ら
び
に
そ
れ
に
伴
う

一
一切

カ
を
お
願
い
由
申
し
上
げ
ま
す
。
認
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

ー
ム
内
山
骨
を
変
変
さ
せ
飽
き

の
き
た
ゲ
ー
ム
に
変
化
を
も

た
す
こ
と
に
よ
り
、
売
上
の

m加
(
同
情
収
)
を
凶
る
と
い

，... 戸、

ー
ナ
ン
ョ
ナ
ル
社
は
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
社
な
ど
の
級
会
社
で

あ
っ
た
が
段
近
切
柑
附
し
て
お

ナ

ム

コ

「

ワ

ー

プ

&

ワ

l
プ

」
で

許

諾

ロ
ッ
ク
オ
i
ラ
社
に

山側
ナ
ム
コ

(本
れ
点
玖
、

中
村
山
惟
餓
社
長
)
で
は
こ
の

ほ
ど
、
岡
村
T

V
ゲ
l
ム
機

「ワ
ー
プ

・
ア
ン
ド
ワ
ー

プ
」
に
関
し
て
ア
メ
リ
カ
と

↑
部
の
ヨ
|
ロ
ァ
パ
市
場
を

対
象
に
、
六
月
二
1
:
一日、

米
同
の
ロ
ッ
ク
オ
|
ラ
社
(
本

社
y
-
刀
ゴ

、
ロ
ッ

7
ォ
l
ラ

社
役
)
に
製
広
許
ぶ
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

な
お
同
社
で
は
ロ
ッ
ク
オ

ー
-
7
U製
T
V
ゲ
ー
ム
機
「
ア

!
?
|
・

ア
タ
ッ
ク
」

(
ン

各
社

T
V機
で
海
外
提
携
進
む

( 3 ) 

， ，、

と
語
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の

も
ょ
う
は
同
日
の
続
発
テ
レ

ビ
(
大
阪
)
の
ニ
ュ

ー
ス
で

も
放
映
さ
れ
た
。

寄
醐附
し
た
会
社
名
は
次
の

と
お
り
(
順
不
同
)。

ア

f
レ
ム
側
、
納
ダ
イ
ソ

l
、
側
ベ
ン
ド
ジ
ャ
パ
ン
、

附
新
日
本
金
問
、
ミ
ュ
ー
ズ

側
、
鮒
カ
ワ
ク
ス
、
附
新
日
光
、

日
本
ピ
l
エ
ム
シ

l
、
北
山

描
肱
業
側
、
側
ア
ポ
ロ
、
附
ブ

ラ
ウ
ン
、
出
附
オ
ア
ス
、
向
井

出問会
、
州側
タ
カ
ノ
リ
ー
ス
。

こ
の
た
び
当
社
が
製
作
し
ま
し
た
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

「
ザ

・

ハ
ン
グ
リ

ー

マ
ン
」
に
つ
主
ま
し
て
は

、
株
式
会
社
ナ
ム
コ

雌
怖
が
有
す
る
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
「
バ
ッ
ク
マ
ン
」
に
表
現
さ
れ

た

著

作

権

中

の

複

製

権
、
著

作

者

人

格

権

中

の

同

一

性

保

持

権

を

侵

害

す

る

恐

れ

の

あ

る

も

の

で

あ

り

ま

し

た

の

で

、

当

事

者

間

に

お

い

て

本

件

処

理

の

た

め

に

協

議

を

重

ね

た

結

来

、

当

社

は

「
、サ

・
ハ
ン

グ

リ

ー

マ

ン

」

製

作

に

当

た

り
、

つ
く

す

べ

さ

注

意

を

怠

る

と

い

う

過

失

を

犯

し

た

こ

と

を

認

め

深

〈

遺

憾

の

念

を

表

明

す

る

も

の

で

あ

り

ま
す
。

今

後

は

、

昭

和

五

十

六

年

四

月
十

七
日
の

日
本
ア
=
、
ュ

1

ズ

メ

ン

ト

マ

シ

ン

工

業

協

会

理

事

会

に

お

い

て

採

択

さ

れ

た

「
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
マ
シ
ン
の
ゲ

l
ム
ゾ
フ
ト

、

楽

曲
並

び

に

影

像

は

著

作

権

法

上

の

著

作

物

と

し

て

保

護

さ

れ

る

べ

さ

対

象

物

で

あ

る

」

ど

の

声

明

の

趣

旨

色

体

し

て

業

界

秩

序

の

破

立

と

正

常

化

の

た

め

」

層

の

努

力

を

致

す

こ

と

を

改

め

て

明

言

し

、
か
つ
行
動
す
る
所
存
で
あ
リ
ま
す
。

こ
こ
に
紙
上
を
借
リ

ま

し

て

関

係

各

位

に

ご

あ

い

さ

つ
ι
申

し
あ
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昭

和

五

十

六

年

七

月

-・0

‘圃圃

さ

'コ

L、
あ池

聞
市
八
王
寺

山
口

芳
男

の

↑
の
ニ

ムT

一

株
式
会
社

イ
グ
レ
ッ
ク

こ
の
た
び
の
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
「
ザ

・
ハ

ン
グ
リ
ー
マ
ン
」

発

売

に

際

し

て

、
当

社

の

不

注

意

が

株

式

会

社

ナ

ム

コ

様

は

じ

め

関

係

各

位

に

多

大

な

ご

迷

惑

を

及

ぽ
す

こ
と
と
な
っ
た

占
…
を
遺
憾
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今

後

は

業

界

秩

序

の

確

立

に

さ

ら

に

努

カ

を

続

け

る

こ

と

を

表

明

し

、

ご

挨

拶

に

代

え

る

し

だ

い

で

あ

り

ま
す

。

昭
和
五
十
六
年

七

月

代
表
取
締
役

東
大
阪
市
川
俣
二
丁
目
=

株
式
会
社

十
四
番
地

カ
ワ
ク
ス

代
表
取
締
役

H
リ
市
聞
記
M
A
L札
収
山
v

j
t
{
:t
 ー，、

シグマ製
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変更調整付き ・DOUBLEOR NOTHING ゲーム付き

・最高当り枚数 5，000枚(6，000枚 8，000枚に切り替え可)

で
八
月
よ
旬
、
大
阪
府
下
の
訟
摂
L

A
t
阿
の
述
び
と
な
っ
の
相
当
会
社
が
見
る
こ
と
に
ど
も
た
ち
が
そ
の
周
り
を
と

社
会
福
祇
総
殺
三
十
七
カ
所
た
も
の
。
寄
贈
+
刀
法
に
つ
い
な
っ
た
。
な
お
近
畿
三
支
郎
り
凶
み
、
夢
中
で
ゲ
l
ム
に

ヘ
テ
ー
ブ
ル
型
T

V
ゲ
|
ム
て
は
、
府
民
生
邸
付
会
泌
に
で
は
、
大
阪
府
に
い
統
い
て
近

興
じ
て
い
た
。
贈
ら
れ
た
般

機
を
一
計
七
十
九
ム
川
賞
川
熊

L
.
問
委
員
会
が
都
矧
の
巾
し
入
後
五
府
県
に
も
T

V
ゲ
|
ム
栃
は

「
ス
ペ

ー
ス

・
イ
ン
ベ

話
題
を
ふ
リ
ま
い
た
。

れ
を
行
な
い
、
同
課
が
府
内
機
寄
贈
を
推
進
し
て
い
く
も

|
ダ
|
」
と

「プ
ロ
ソ
ク
」

こ
れ
は
七
月
八
日
に
聞
か
の
会
福
祉
施
設
に
希
援
を
募
ょ
う
。

で
、
削
機
と

L
ポ
タ
ン
操
作

れ
た
近
俊
二
支
部
の
合
同
球
っ
た
と
ニ
ろ

ニ
イ
七
ヵ
所
か

T

V
ゲ
|
ム出
聞
を
贈
ら
れ
で
ク
レ
ジ
y
ト
で
き
る
よ
う

事
会
で
‘
少
し
で
も
機
能
問

ら
計
七
十
九
台
の
申
し
出
が
た
施
設
の
う
ち
、
大
阪
市
旭
に
し
た
も
の
。
同
閣
の
宝
閥

復
に
役
点
て
た
い
と
稲
祉
施
あ
り

、
こ
れ
に
刈
し
同
委
員
区
の
精
神
薄
弱
児
地
設
で
あ
長
は
「
附
児
た
ち
に
と
っ
て

設
へ
の
ゲ

i
ム
機
申
首
脳
を
決
会
は
お
お
む
ね
各
市
ご
と
に
る
忠
史
学
閥
(
{
エ
徳
左
図
長
)
視
覚
と
巡
動
神
経
と
を

一
致

め
、

「
ゲ
|
ム
機
都
勝
実
行
担
当
会
社
を
決
め
て
務
総
す
で
は
十
日
、
組
側
ア
ポ
ロ
か
ら
さ
せ
る
集
中
力
が
大
事
で
、

委
員
会
』

(
委
民
民
H
板
橋
る
こ
と
と
し
、
寄
贈
機
械
の
テ
ー
ブ
ル
型
T

V
ゲ
|
ム
険
そ
れ
を
休
で
覚
え
き
せ
る
意

識
m
弘
氏

・
側
ダ
イ
ゾ

l
)
を
今
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
そ

二
台
が
巡
び
込
ま
れ
る
や
子

味
で
T

V
ゲ
|
ム
機
は
大
変

・
・
・
・
・
・
・
・
・
田

r
L
μ
ヨ
明

ー

パ

・
・
・
圃

'a・
司
I
l
l
1
1
1
1
1
tJ
E
ょ
い
と
思
う
し
、
機
能
回
復

E
・
・
・
・
・
・
・
・
圃園田

TEE--・‘V
l
l

-
』つ圃・・
圃咽

Ei
-
-
-
-
i
n--

珂
温
圃

帽

組

園

周
二，

f

u

白
司JH
-一幽
明

書

に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
L

as--二
¥

L1
2司
ト

阻

E
'

圃

一
舗
網

3

〉
や
f
畑
一

園
町
ト
プ
'

t
一

-M-uuu;iuuhui

J

‘.
Z

1町
F
!
、

・
4
劇
画
司
草
川

・

ピ
圃

園

4
・
k
.

E

i正
E
司
・
咽

EE・
L
P「
l
い
E
ι
E司R
l

，

r圃
戸』
圃
曙
・
困
圏
罰

消
防
鴨
川

/%「
r
もれ
一

…問問
(

一

説
タ
斗
町
ま

4
e言

日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ

7
入
幅
Z
H

λ

~一)
一

w凶日
制ミ
i
寸
1
i
J
J
ふ

-ア
l
カ
ン
、
コ
ピ

l
回

避

で
安

定

図

る

ta--"'r
調
」

‘

aF

F

K
温

函

e
hf
iz
-
-
I
戸

田

脳

-

F

-

-

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(
3
4a
F主
t
F

ι点
唱
も
白
利
一

E
F
込田

r
h
t

d
組側テ
|
カ
ン
(
本
省
東
京
、

ぷ
ん
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が

東
京
、
内
聞
情吋
会
長
、
略
称

i
MW-よ
み

圃

圃

，

E
hL
附
脚
E
M
?
一
圃
・
・
晶
-
-
-
-
-
圃

一一
一柿
原
孝
一社
長
)
で
は
こ
の
ほ
海
外
市
場
で
販
売
さ
れ
消
化

N
A
O
)
の
近
畿
岨帰

~
支
部

臨

同

」

・
園
田
園
闘

Na--司・
u
一
園
・
・
轟
唖

'a幽
・

・

・

一

ど、

同一
羽
T

V
ゲ
l
ム
機
め
さ
れ
て
か
ら
日
本
の
問
内
市

(
支
部
長

H
E
Z氏

，
.

随
一

t
1
・

a闘関口
圃
・

h
三

園

田

嶋

田

・

・

-

海
外
市
場
に
関
す
る
ポ
リ

Y
2
E
2、
と
い
う
?

側
タ
カ
ノ
リ
l
ス
)
、
近
畿

‘

.r
i--圃

s
id--3EM-EEE
-
-
-
-
-
ー
が
功
を
奏
し
た
と
す
る
談

|
ケ
テ
ィ
ン
グ

・
ポ
リ

ン
|

-F
E
---j
fAAL
i
z
a
-
-
-
E・

e.

第
二
支
部
(
支
部
長
H
段
為

1
J

司

aF
dd幽
霊

F
L
E------訴

を
発
表
し
た

3

を
推
進
し
、
そ
の
た
め
海
外

-PIA
-
-・
圃

-J
J
J
S
2
圃
圃
』

:
E・
E・
-

-

・

圃

相
宵
氏

・
仰
ア
ポ
ロ
)
、
近

畿

「

|

[
可
1

官
、

、

一
戸

画

圃

は

困

問
h

岡崎
・

・

咽

副

圃

ヨ

・

・

・

同
む
の
反
問
販
売
部
長
に
提
携
ぶ
ん
は
コ
ピ
ー
に
乱
さ

2
支
部
(
名
久
井
俊
男
氏

T

芝
r
tJ
圃
品
目
』

E
E

』

よ
る
と
岡
牧
で
は
ラ
イ
セ
れ
る
こ
と
な
く
安
定
供
給
で

タ
イ
コ
l
物
産
山
側
)
は

合

同

「
I
ぃI
陸
掴
岡
山
側
川
畑
掴
，

F
4Ja・
耳
・

EE---・
「
凶
・
・
悶
凶
・
I
B
B‘
.

ン
ス
契
約
さ
れ
た
海
外
提
携
き
た
と
の
ニ
と
。

t
t
t
4
4
4
4
4
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
s
e
t
t
t
t
t
t
t
a

と
く
に
同
校
T

V
ゲ
ー
ム

ア

イ

レ

ム

「

w
w
m」
で

刀

の

午

常

リ

実

質

上

G
D
I
社
だ
っ
ネ
マ
ト
ロ
ニ
ク
ス
枇
に
よ
る
社
ロ
ケ
で
使
用
す
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収
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台
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械
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句
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ボ
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。
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。
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台
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械
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安
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る
。
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。
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摘
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。
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を
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1ヨ

γ
t
γ
λ

ソ
レ
λ

Jレ

1" 

的
泊
肋
帆
と
帥叫
んh
似
決
の
般
氾
‘
判
例
の
家
紋
会
を
統
ね
た
八

そ
し
て

N
A
O
と
協
訓
し
な
川
例
会
に
つ
い
て
は
.
仙
m
A
H

が
ら
活
動
を
進
め
る
ニ
と
が
貝
の
家
紋
附
上
の
制
帆
批
聞
が

4

昨
眼
目
岬
附
さ
れ
た
。
ま
た
川
純
A
H

応
凶
れ
た
こ
と
、
ま
た
参
加

は
凶
m
H
少
年
育
成
川
氏
会
議
者
数
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き

の
会
U
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今

川
凶
民
会
泌
を
泊
じ
て
ゲ

l
後
は
-
て
ご

e

年
に

.
回
実
施

ム
州
場
の
健
全
性
を

P
R
し
て
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
.

い
く
ニ
と
に
な
っ
た
。
な
必
次
同
例
会
は

A
M
シ
ョ

ー

明
昌
製

ツ
イ
ン

ド
ラ
コ
ン
6
機
目

を
完
成

ワ

ン

ダ

ー

ラ

ン

ド

か

ら

広

島

ナ

タ

リ

|

へ

..， 

明
日
回
特
殊
産
業
側

{
本
社

大
阪
‘
岡
本
目
白
明
社
υと

で

は
八
月
一
日
‘
バ
イ
ラ
ッ
ト

タ
イ
プ
の
「

ツ
イ
ン
ド
ラ
ゴ

ン
」
を
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
タ
リ

l

(
広
島
県
佐
伯
郡
、
廿
日
市

観
光
開
発
総
経
営
)
に
完
成

さ
せ
営
主
巡
転
を
開
始
し
た
。

同
社
は
・
』
の
タ
イ
プ
で
は

グ
凶
仰
が
・
佐
川
m
k
巾

-X
の
後
継

航
れ
た
ち
に
よ
っ
て
ぷ
也
さ
れ

・・
''h 

• 

な
お
日
本
M

竹
中
滋
刷
凶
仰
の

主
な
ロ
ケ

l
シ
ヲ
ン
先
は
ボ

郎
市
収
品
刷
物
側
、
八
瀬
川
辺
開
、

比
叡
山
市
川
遊
附
地
、
京
都
近

鉄
百
貨
院
な
ど
。

同
氏
の
本
家
筋
の
係
に
は

佐
原

J

彦
、

i
郎
、
茂
叫
峰
、

泊
議
、
山
勝
以
忠
の
尺
氏
兄
弟

が
わ
打
リ
‘
令
け叫
が
納
付制
竹
宇

山
似
削
れ
逃
川
川
か
例
日
エ

ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
の
役
H

M

(

卜
郎

氏

は
州
社
H
N
)

と
な
っ
て
い
る
・

ま
た
仰
大
阪
以
融
市
機
製
作
所

の
殺
胤
端
本
・
4
u代
以
は
娘
む
こ
、

淳
氏
は
M

聞
に
あ
た
る
。

/ラpFJ

r 

吻

広
島
ナ
タ
リ
ー
で
の
「
ツ
イ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
』

hA
H
U
.
北
止
d
V
荘
勿
縫

2
1
4

J

j
、

3
J
1
t

ぞ
ゲ
|
ム
幽慨
を
巡
分
し
て
「

ど
む
た
ち
に
がJ

げ
ば
れ
た
と
の

・』ル』.

込
町曹

、τ
 

勺
睡
眠auq 

像睡
眠に面壁• す-a

J
 ，. の』アピトポロr

 

-
P
制写のよ

「フロッカ・ーJ5P用に

丁シャツ特製
セガネ土

仰
七
万

・
エ
ン
タ
ー
フ
ラ

イ
ゼ
λ

(
本
社
点
・
u
小
、
口
ー

セ
ン
社
長
)
で
は
同
社
T

V

ゲ
l
ム
機

「
7
ロ
ッ
ガ

l
」

の
品
川
光
に
際
し
、
特
製
T
シ

ャ
ツ
を
製
作
し
た
。
ニ
れ
は

販
促
川
で
大
川
購
入
業

行
会

ど
に
配
付
さ
れ
る
も
よ
う
。

今
秋
東
西
で
開
催

主
催

・
日
電
協
、

二l

ニ
パ

l
サ
ル
も
加
入

は
幅
削
削
嶋
組
合

U
と
し
て
州
共

初
日
行
中
出
向
付
と
よ
一
パ

l
サ

ル
版
必
仰
が
加
入
し
た
こ
と

11-st ~t It. 
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ク
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q
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7
ィ
J
/
・ン

i

ン
ョ
F

ン
ス

浜

副

都

錆

叫

叫

宏

美

川

氏
現
・
1

ひ
ろ
み

ひ
と
み総

υ 

，..， 
( ，作
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V 川川川附
則
問
中
の
ト
川
七
日
、

午
後
卜
・.山吋
:
f十
分
か
ら
昨

年
と
同
じ
デ
ン
晴
海
に
て
閉

山肌
さ
れ
、
ま
た
向
例
会
の
前

前、

午
前
卜

}
時
一
て
十
分
よ

り
削
崎
市
伊
会
が
関
か
れ
る
予
定
.

な
お
こ
の
用
事
会
は
新
役
員

体
制
に
な
っ
て
初
め
て
の
会

合
と
な
る
.

一

-A9auza曹
AM
・

川
和
団
初
の
も
の
と
し
て
=
.
H
H

に
か
し
い
か
同
(
悩
例
県
}

に
一
号
機
を
設

mし
て
以
求
、

さ
び
の
郷

・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド

(
岡
山
県
)
、
ゴ
一
件
グ
リ

ー
ン
ラ
ン
ド
(
熊
本
県
}
、

郵
須
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ

1
7
(
栃

木
県
)
、
勝
郎
官
向
原
(
大
分

川県
)
と
次
々
に
設
置
を
進
め

て
き
て
わね
リ
‘
同
機
は
今
度

の
ヒ
ロ
シ
マ

ナ
タ
リ

l
投

狸
で
』
ハ
ザ
機

と
な
っ
た
.

な
わ
品
問
機

の
セ
な
仕
同
僚

は
、
金
高
ト

四
・五
灯
、
乗

物
の
一
帖
二

・

四
H

叫
、
長
さ

十
二
U

川
、
役

大
阪
角
度

ω

皮
.
段
向
速

度
毎
時
約
一

ト
ト
」

J
.
ド札

人
が
け
八
刷
刊

で
定
只
肉
十

人
，民

ト
、
卜

.
U
に
、
大
阪
会
均

は
小
之
h
M
の
大
阪
凶
際
州
H
U切

七
ン
タ
ー
で
ト
川
十
六
、
ー

じ

H
に
そ
れ
ぞ
れ
行
今
わ
れ

ψ
9
3
 

組
合
川
H
の
う
ち

1
-
社
が

山
山
泌
す
る
と
と
も
に
そ
の
他

五
社
が
協
力
、
出
品
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
出
版
社

は
次
の
と
お
り
つ
九
卜
含
順
)。

組
合
川

H
H
傭
エ
ボ
ン
、
州側

共
M
刊
科
山
下
機
材
、
サ
ミ

l

E

業
側
、
帆
w
尚
域
社
、

h
H

川
砂
屯

川ω・版物
A
A判
、
東
京
ハ
/
コ
側
、

仰
ナ
ノ
ク
製
作
所
、
側
ハ
イ

オ
ニ

γ
、

?
?，

7
λ
・尚
4
v
仰、

山側

7
Y
7
λ
製
作
所
、
仰
州
怖

山総
製
作
所
、
ユ

ニ
バ
ー
サ

ル

版
光
州
判
。

協
力
会

n
E倫
ア
イ
キ
ョ

ゥ
、

ン
ル
パ

l
電
側
山
側
、
仰

ト
l
ケ
ン
、
山
マ
ル
白
血
従
業
、

ω
U
S
S方
式
補
給
工
事
。

， 
法
人
に
敬
組

仰
フ
a
6
1A

U

F

-

川

・
コ

λ
3
1
リ
i
λ
}
自
阿
川
町
川
町
川
V

執
M
M
川
市
大
山
「
作
成
引
け

--
0
0

の
-
一
l
，、

念

(
O一
-じ

O
)

-
e

一
|
七
て

一五
、
終
斤
仰

.
社
長
。社

名
変
更

直面画面直宮盛堕墾重量軍習璽島|
一製品レンタルいたしますパリフロッガードンキーコングカラテザ・

最低 5台以上で 6ヵ月単

位、 1ヵ月 1台につき ・・・

PARTS 

ボーナス ・ライン (新品}…
…￥65，000 

ボーナス ・ライン {中古)……
.......'1'50.000 

ウオール ・ストリ ー ト (中古)
'1' 60.000 

デキシーランド(新品}・
￥70.000 

プル・ マーケット(中古)…-
0・'1'60.000

スーパーコンチヰンタル(中古}
・・ '1'45.000

ファイブライン {中古)・
-eV30，O00 

例スーパーヨンチネン11)レ{中古}
5台の場合.

毎月小切手￥225.000"るいu毎月決

済的約束手形￥ 225.0∞.
主ぉ、6カ月田保証金として約束手形
'1'2.250.0ωの担保が必要です.

@このta、a幅。レ ンタ""t1Uどご網"に応
じます. 、

パリー製昂各種パーツボーナスラインウオールストリートデキシーランド

z 

テレジャン (2人用)

TELEJANG 

l人用はコンビューターと

対戦、2人同時に対戦可能。

めさ・すはスイー ト・ホーム、

ゆかいなカエルの冒険旅行。

コミカJレな動きで幅広い11主

的憎が楽しめる新ゲーム.グ

-筒、

fJ)級と初段をボタンで選別。

あなたは1i.が何枚われるか?

LlNE BONUS STREET WALL DIXIELAND 
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A
山
川
W

附
エ
ス
コ
貿
い初
(
木
川
札
束
ぶ
)
は
、
中
山
小
山
側
氏

(
削
叫
セ
ガ
社
一
川
社
長
)
に

よ

り

九

六

八
作

に
創
設
さ
れ
、
一
ア
イ
ス

ト
リ
ビ
ュ
!
?
ー
と
し
て
公
業
を
開
始
。
勺
川
、
川
川
内
で
は
り
業
の
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
ー
が
w
FH

悦
…
に
ち
し
か
っ
た
た
め
、
企
業
と
し
て
の
作
総
が
縦
川
州
枕
さ
れ
る
'
川
き

も
あ
っ
た
が
、
A

M
業
界
の
発
阪
と
と
も
に
白
々
と
そ
の
地
歩
を
川
め
、
A
r
や
川
本
に
お
け
る
デ

ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
!
の
独
，
刊
の
hA

m
を
般
か
な
も
の
γ
い
す
る
に
ギ
J

て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に

拡
充
を
附
ろ
う
と
し
て
い
る
同
社
の
業
務
ル
針
な
ど
を
、
川
社

の
代
表
取
締
役
で
あ
る
森
川
地
次
郎

氏
に
ぬ

っ
て

い
た
だ
い
た
。品

市

........c-Ei>G>可

を聞く工スコ貿易森社長に

7・イ

A
r
け
の中
S
U
札
の
挑
泌
が
後
か

れ
た
と
.
.
パ
え
ま
す
。
そ
の
川
町

ン
グ
7

さ
ん
が
小
川
外
か
ら
ギ

ヤ
ノ
ブ
ル
マ
シ
/
を
飽
〈
1
・な

メ
ダ
ル
ゲ
!
ム
機
と
し
て
日

本
に
将
人
し
、
そ
の
シ
ス
テ

ム
を
倣
な
さ
せ
た
こ
と
が
大

き
な
き
う
か
け
と
な
り
、
メ

ダ
ル
ゲ
l
ム
シ
ス
テ
ム
が
広

ー
ー
ま
ず
会
付
の
治
却
下
か
が
る
に
つ
れ
市
以
が
拡
大
し

ら
お
ぶ
し
卜
さ
い
。

た
こ
と
に
よ
ヮ
て
、
山
市
i

H
N
の

森
氏

当
初
は
メ
ダ
ル
ゲ
似
路
も
い
拡
大
し
て
い
っ
た
わ

l
ム
機
の
海
外
か
ら
の
愉
入
け
で
す
。

業
内
紛
か
ら
始
め
た
わ
け
で
す
。

|
|
↓
l
川
の
災
社
の
バ
献

メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
部
門
で
ス
ロ
一
肢
は
非
常
い
大
き
か

っ
え
と

y

ト
マ
シ
ン
や
ペ

ニ
l
フ
ォ

川心
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
も

l
ル
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
取
回
怖
い
機
般
を
ど
ん
ど
ん
僧

古
川
ん
だ
機
叫
慨
を
大
一仰
に
H
ふ
や
し
て
い
か
れ
ま
す
ね
。

UL

導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

森
氏

メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
機

• 
'‘ e 量

/ 

，. 

以
外
の
機
械
も
他
社
に
先
駅
い
初
と
が
相
対
立

す

る

懸

念

が

発

班

が

あ

り
、
新
製
品
の
情

け
て
日
本
い
い
，
海
人
し
ま
し
た
。
め

る

の

で

は

と

忠

わ

れ

て

い

報

収

集

と

そ

の

吟

味

、

ロ

ケ

米
側
の

エ
キ
ン
グ
ィ
村

「
ス
ま
し
ん
ね
。

開
打開
、
広
報
な
ど
を
し
て
い

タ
l
フ
，
ィ
ア
」
な
ど
の

T

森
氏

般

か

に

そ

う

で

す

ま

す

。

V
ゲ
i
ム
機
、
省
内
れ
メ
カ
を
ね
。
し
か
し
両
社
で

仕

入

先

今

年

三
月
を
決
算
期
と
す

脱

皮

し

出

始

め

た

米

同

や

ス

る

五

十

五

年
反
の班
点
綴
は
売

ベ
イ
ン
の
l
ru
フ
リ
y
パ

l

i
・

i
f
-
-
1
1

上
向
が
約
四
l
-
億
円
、
そ

.，E
・3
E司
t
h』
司

4
d
d
H
q
e

、

な
ど
、
い
い
機
M

刊
を
栄
光
的

国
開
〓
凡
開

w-4Ft.au量
司

の
・7
ち
販
売
が
日
十
五
億
円

見
百
ヲ
客
じ
意
書

に
り
人
す
み
と
い
う
点
向
で

E
S
T・
-

2

4

・

!

l

(
余
体
の
約
八
別
}
、
あ
と

笹
う
「

F
ま
し
た

o

h

・

，

‘

"

は
ロ
ケ
売
上
げ
と
い
う
内
訳

い

ふ

よ

刊

に

し

て

デ

の

よ

し

あ

し

を

見

分

け

る

で
や
は
り
警
が
主
力
に
な

イ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
と

し

っ

て

い

ま

す

。

れ
古
川
M
M
M
K
μ

い

た
め
に
直
営
、
リ
i
ス
も

ユ
パ
付
け
れ
い
けパ
バ

村舶が
山
ぞ
き
た
わ
け
で
す
ね
。

ン
を
行
寺
う
こ
と
に
つ
い
て

森

氏

七

八
年
前
l
時
U
本
|
|
セ
が
社
系
列
に
な
つ
け
入
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

の
考
え
カ
を
お
聞
か
せ
下
さ

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
州
当
大
き
た
こ
と
で
得
た
業
務
上
の
プ
|
|
現
校
の
会
社
組
織
と
い
。

な
も
の
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ラ
ス
耐
に
つ
い
て
、
お
話
し
業
務
内
容
に
つ
い
て
お
側
か

森
氏

現
抗
直
営
ロ
ケ
l

七
ガ
村
の
組
織
も
新
し
い
段
下
さ

い
。

せ

下

さ

い

。

シ

ヨ

ン
」
十
九
応
、
リ
ー
ス

断
を
迎
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、

森
氏

セ
ガ
社
糸
列
と
い

森
氏

当
社
に
は
販
売
部
、
を
合
め
た
ン
ン
グ
ル
ロ
ケ
が

そ
の
組
織
を
機
能
的
に
動
か
う
こ
と
で
以
前
に
比
べ
て
信
企
業
郎
、
技
術
郎
、
尚
円
山
部
、
約
百
五
十
ヵ
所
以
よ
あ
り
ま

す
人
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
問
も
憎
し
資
令
繰
り
が
非
常
絞
瑚
部
、
統
絡
郎
、
判
官
官
民
受
す
。
こ
れ
は
中
山
氏
も
言
わ

こ
と
、
ま
た
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
に
よ
く
な
り
、
経
常
管
制
笠
闘

の
六
部

一
家
が
あ
り
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
が
、
い
ち
早
く

時
代
に
は
全
盛
を
誇
っ

て
い

で
近
代
化
を
凶
る
な
ど
よ
り
う
ち
統
幣
部
は
名
古
屋
と
大
い
い
機
械
を
見
分
け
る
叫
聞
を

た
セ
ガ
社
も
、
タ
イ
ト
l
「
ス
本
総
的
に
な

っ
て
、
業
務
ト
飯
の
営
業
所
の
ロ
ケ
l
シ

ヨ
養
う
た
め
、
そ
し
て
オ
ペ
レ

ベ
ー
ス

・
イ
ン
ベ
!
ダ
l
」

す
っ
き
り
し
た
こ
と
。
も
う
ン
と
販
売
の
統
帥帽
を
し
て
お
l
シ

ヨ
ン
自
体
先
上
げ
に
つ

が
市
川
わ
り
品
川
め
た
雨
明
は
相

一
つ
は
セ
ガ
社
と
の
タ
イ
7

り
、
そ
れ
以
外
の
地
区
は
本

な
が
る
た
め
推
進
し
て

い
る

当
選
れ
を
と
っ
た
こ
と
な
ど
ッ
プ
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
托
煎
絡
で
す
。
営
業
部
は
ロ
も
の
で
す
。
し
か
し
原
則
は

か
ら
、
当
時
拡
充
を
続
け
て
ッ
卜
、
が
あ
っ
て
、

仕
入
れ

値

ケ

i
シ
ョ
ン
の
直
営
、
商
品
あ
く
ま
で
台
数
契
約
な
ど
販

い
た
当
社
の
株
式
賢
取
り
の
も
安
く
な

っ
た
こ
と
で
す
。

部
は
萩
山
聞
や
仕
入
札
交
渉
な
売
を
強
化
す
る
た
め
の
ロ
ケ

話
が
中
山
修
縫
氏
に
持
ち
込
ま
た
セ
ガ
/
グ
レ
ム
リ
ン
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
テ
ス
ト
刑
で
す
。

ま
れ
た
わ
け
で
す
。

と
い
う
国
際
的
♀
観
点
に
す
一
れ
と
は
別
に
判
官
民
也
紙
の
閑

そ
し
て
中
山
氏
は
七
九
年
つ
系
列
ド
に
入
っ
た
こ
と
で
、

て
円
に
セ
ガ
社
副
村
長
に
紋
私
共
の
国
際
的
な
感
覚
も
品
河

川虻
し
、
私
は
エ
ス
コ
貿
易
の
に
つ
い
て
き
た
し
、
逆
に
セ

楽
務
部
長
か
ら
社
長
に
な
っ
、
カ
/
グ
レ
ム
リ
ン
自
身
も

n

r
(セ
ガ
社
か
ら
も
三
浦
取
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
す
る

締
役
が
財
務
州
当
代
表
取
締
泌
識
を
派
め
た
よ
う
で
す
。

役
と
し
て
就
任
)
、
当
祉
は
正
た
だ
泌
外
で
は
長
い
間
然
わ

式
に
セ
ガ
社
傘
下
に
入
っ

た

れ

て
き
た
信
用
関
係
に
よ
る

次

第

で

す

。

デ

ィ

ス

ト

リ

ビ

ュ
l
タ
l
・

中
山
氏
は
4
4

ベ
レ
l
シ
ヨ
シ
y
プ
が
き
わ
め
て
は
っ
き

ン

(
治
業
)
よ
り
も
販
光
の
り
し
て
い
る
た
め
仁
、

ル
l

ほ
う
が
よ
り
得
怒
で
し
て
、

ル
が
厳
し
い
と
昔
守
え
ま
す
。

中
山
氏
の
と
き
の
当
社
の
シ
そ
の
た
め
か
え

っ
て
品
川
人
他

ス
テ
ム
は
販
売
も
ロ
ウ
l
シ
が
非
常
に
官
聞
く
な
る
と

い
う

ヨ
ン
も
総
・χ
L
L
げ
催
先
主
義
現
象
も
起
こ
る
わ
け
で
す
。

で
し
た
が
、
今
は
実
利
重
彼
そ
こ
で
、
巡
送
コ
ス
ト
な
ど

の
H
手
取
り
方
式
ω

で
進
め
の
閥
係
か
ら
西
欧
側
格
、
米

て

い

ま

す

。

国

側
絡
、
日
本
側
絡
の
三
本

l

l

H販
売
の
中
山
氏
げ
立
に
せ
よ
と
い
?
な
同
ん
を
中

が
別
役
長
に
な
っ
た
セ
ガ
社

山
氏
と
と
も
に
云
っ
て
き
ま

と
、
販
売
停
撲
の
エ
ス
コ
賀
し
て
、
こ
れ
は
あ
る
程
皮
受

エスコ貿易・社長室にて森建次郎氏

'‘ 

ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
ー
の
コ
ン
七
い
か
と
い
う
懸
念
す
ら
あ
り
に
日
本
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の

ン
サ
ス
を
得
て
日決
め
る
の
が
ま
す
。
こ
れ
は
問
題
で
す
。

中
に
も
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー

本
筋
で
す
が
、
実
情
は
メ
|

|
|
こ
う
し
た
口
本
の
実
タ
l
無
視
の
傾
向
が
あ
る
こ

カ
l
と
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l

僚
は
世
界
的
な
モ
デ
ル
で
あ
と
も
事
実
で
す
。

タ
ー
と
の
協
力
関
係
が
硝
怖
い
る
米
国
の
そ
れ
と
日決
定
的
な
と
も
か
く
メ
ー
カ
ー
は
メ

わ
け
で
す
。
そ
の
協
力
関
係
ま
で
に
災
な

っ
て

い
る
と
言

ー
ヵ
ー
ら
し
く
、
オ
ベ
レ
ー

を
川
明
ら
か
に
す
る
に
は
、

メ

え
ま
す
ね
。

タ
ー
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ら
し

i
ヵ
ー
が
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
ュ

森
氏

米
闘
の
場
合
は
メ
く
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
幼

ー
タ
ー
を
川明
ら
か
に
指
定
、

ー
ヵ
l
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
斗
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
く
れ
れ

発
表
す
る
こ
と
が
必
・
裂
と
言

l

タ

l
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
ぱ
、

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
l
タ

え
ま
す
が
、
フ
リ
y
パ
|
分

区
分
け
が
明
般
で
、
他
人
の

ー
は
ど
こ
で
ど
ん
な
機
織
が

野
を
除
い
て
日
本
で
は
ほ
と
領
域
を
俊
さ
な
い
こ
と
が
白
つ
く
ら
れ
、
そ
の
下
活
け
が

ん
ど
実
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
分
の
傾
械
を
守
る
こ
と
に
な
ど
こ
に
あ
る
か
も
知

っ
て
い

多
く
の
大
干
メ
ー
カ
ー
は
る
、
と
い
う
個
人
主
義
的
な
ま
す
か
ら
、
迅
速
で
し
か
も

一
方
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

兼

立
場
か
ら
け
じ
め
が
つ
い
て
小
凶
り
が
き
く
と
い
う
こ
と

ね
て
作
り
、
自
社
製
品
を
際

い
ま
す
。
飯
光
終
叫
聞
か
ら
言
で
そ
の
地
位
を
発
燃
で
き
る

簡
で
前
後
オ
ベ
レ
l
卜
し
て
え
ば
U
本
で
も
こ
の
考
え
方
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。
こ
の
点
で
オ
ベ
レ
が
必
要
な
の
で
す
。
た
だ
本
ま
た
日
本
の
デ
ィ
ス
ト
リ

ー
タ
|
側
陥
で
機
械
を
仕
入
音
を
言
え
ば
、
羽
在
当
社
か
ビ
ュ
l
タ
l
は
、
金
一
純
白
で

れ
て
い
る

一
般
の
オ
ベ
レ
ー

ら

オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
収
入
を
も
鍛
も
弱
い
立
場
に
あ
り
ま

タ
!
と
問
.
祝
す
る
こ
と
は

返
上
し
て
し
ま
う
と
相
当
の
す
。
つ
ま
り
メ
ー
カ
ー
と
オ

公
平
さ
を
欠
く
と
言
え
ま
す
。
打
懲
と
な
る
。
ま
た
デ
ィ
ス
ベ

レ
l
タ
l
の
向
方
に
資
金

巡
の
ん
向
か
ら
見
ま
す
と
、
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
と
し
て
も
、

T
吋
で
し
て
い
る
か
ら
で
す
の

そ
の
た
め
に
メ
ー
カ
ー
は
製
今
の
奴
い
サ
イ
ク
ル
の
中
で
日
本
の
全
市
均
お
よ
び
業
者

ぷ
を
販
売
す
る
の
で
な
く
、

売
れ
残
っ
た
機
織
を
向
社
ロ
を
完
全
いい
把
旧
惜
し
た
上
で
の

向
社
の
オ
ベ
レ
ー
ト
収
入
に
ケ
に
投
入
で
き
る
こ
と
を
考

令
倣
政
策
が
と
れ
れ
ば
い
い

よ
っ
て
製
造
版
側
を
凶
収
す
え
る
と
、
こ
れ
は
必
袋
怒
と
の
で
す
が
、
災
際
に
は
不
可

る
傾
向
が
峨
ま
る
の
で
は
な
も
-H
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
能
で
す
。

今
後
は
ス
ポ
ー
ツ
性
の
あ

る
ゲ
l
ム
機
に

co・PRESIDENT

T 

V
機
の
扱
い
は
減
ら
せ
る

CO.，INC. 

森
氏

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ

TRADING 

ー
タ
!
の
今
後
の
行
き
方
と

し
て
は
、
大
手
か
ら
も
仕
入

れ
る
け
れ
ど

b
、
販
売
力
の

な
い
悩
良
中
小
メ
ー
カ
ー
の

製
品
も
版
完
ル
ー
ト
に
来
せ

て
あ
げ
る
作
業
を
続
け
て
い

く
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
H
本

の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
斗

1
7
ー

の
地
似
を
隊
ぷ
で
き
る
唯
一

の
滋
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

場
合
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
|
同
士
が
給
米
し
、
共
同

社
人
れ
も
似
せ
て
γ

行
な
っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Mori Kenji ro 

ESCO 

ー
l
将
来
的
に
見
て
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
l
の
役
同

は
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
か
。

森
氏

メ
ー
カ
ー
の
役

n

は
叫
凶
作
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
新

製
品
を
供
給
し
て

い
く
こ
と

で
す
が
、
デ
ィ
ス

ト
リ
ビ

品

ー
ヂ
ー
は
そ
の
l
いに
新
し

い

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
間
新
し
版
踏

を
附
く
の
が
本
米
の
役

M
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
メ

ー
カ
ー
と
オ
ベ
レ

1
7
ー
と

の
公
市!な
制
終
役
に
な
る
こ

と
も
、
大
事
な
役

M
で
す
。

や
級
U

冗
先
な
ど
を
振
り
分
け

r
H
一
い
に
協
制
し
て
進
め
て
い

ま
す
か
ら
、
鰍
光
前
で
と
く

に
こ
れ
と
い
う
支
隣
は
あ
り

ま
せ
ん
。

機
械

米
国
と
比
較
し
て
デ
ィ
ス

ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
l
シ
ッ
プ

確
立
が

し
い
の
が
問
題

-

|
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の

メ
ー
カ
ー
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

か
ら
山
山
炎
し
、
メ
ー
カ
ー
、

~
ア
イ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
ー
を

も
兼
ね
て

い
る
現
状
で
、
デ

ィ
ス
ト
リ
ピ
ュ
l
タ
ー
が
独

内
の
地
伎
を
柑
慨
す
一し
に
く
い

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

う
忠
わ
れ
ま
す
か
。

森
氏

現
在
の
日
本
の
多

く
の
大
手
メ
ー
カ
ー
は山町
l
初

ゲ
ー
ム
機
、
ジ
ュ

ー
ク
ボ
ッ

ク
ス
、
品
本
物
出
械
な
ど
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
か
ら
出
品
開
し
、
そ

れ
を
鉱
充
し
て
き
で
メ

ー
カ

ー
に
な

っ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
そ
の
本
一
政
は
メ
ー

カ
ー
だ
け
で
な
く
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
メ
ー
カ
ー
だ
と

バ
う
な
ら
メ
ー
カ
ー
ら
し
く

し
て
、
生
渓
台
数
も
デ
ィ
ス

，... 

1
1森
氏
は
J
A
M
M
A

の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
|

部
会
長
で
も
あ
る
わ
け
で
す

が
、
き
で
米
国
で
は
メ
ー
カ

ー
協
会
と
は
別
に
デ
ィ
ス
ト

リ
ピ
ー

ー
タ
l
協
会
が
発
足

し
ま
し
た
が
、
H
本
で
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

森
氏

こ
れ
は
J
A
M
M

A
の
中
村
会
長
と
も
話
を
し

て
い
ま
し
て
、
将
来
、
J

A

M
M
A
内
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ

ュ
l
タ
l
部
会
を
独
立
さ
せ

る
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な

っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
た
め
の
活
動
と
し
て
、

で
き
る
主
ら
今
年
十
月
の
A

M
Y
ヨ
1
開
催
時
に
海
外
の

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
!
と

の
交
流
を
図
る
べ
く
悶
際
会
|
|
業
界
ご
深川
辿
と
い
わ
る
の
は
、
大
変
残
念
な
こ
と

殺
を
笑
砲
し
た
い
、
と
考
え
、

れ
る
G
マ
シ
ン
、
コ
ピ
1
改
、
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
そ
の
た
め
の
ア
プ
ロ
|
巡
、

電
取
違
反
の
問
題
に
つ

G
マ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、

チ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
い
で
の
考
え
方
を
ι
お
聞
か
せ

G
マ
シ
ン
と
総
会
ゲ
l
ム
機

う
し
た
活
動
を
通
し
て
国
際

F
さ
い
。

と
の
両
方
に
か
け
て
級
っ
て

的
観
点
か
ら
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

森
氏

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ユ

い
る
業
者
が

い
る
こ
と
が
削

ュ
l
タ
l
・
シ
y
プ
の
機
後
l
タ
ー
と
し
て

一
番
問
題
な

題
で
、

そ
れ
が
業
界
低
迷
の

を
訴
え
て
い
与
フ
と
考
え
て

の
は
コ
ピ
l
改
造
で
、
そ
の
ひ
と
つ
の
以
附
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

は
ん
ら
ん
の
た
め
に
台
数
契

い
ま
す
。
そ
う

い
う
業
者
に

l
|

今
後
の
貨
社
業
務
方
約
に
も
路
み
切
れ
な
い
な
ど
は
ど
ち
ら
か
方
だ
け
の
取

針
と
そ
の
展
附
に
つ

い
て
お
の
陣
容
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

扱
い

に
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

聞
か
せ

F
さ
い
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
i
A
ま
た
、
メ
ー
カ
ー
は
メ
l
カ

森
氏

こ
れ
か
-勺
ア
ス

レ

M
M
A
の
著
作
権
問
題
特
別
ー
ら
し
く
し
て
、
C
マ
シ

ン

チ
ッ
ク
関
係
の
ゲ
ー
ム
機
に

安川
H
会
な
ど
を
通
じ
て
、

楽

に
絶
対
手
を
山山
さ
な
い
と
い

主
力
を
注

い
で
い
く
方
針
で

料
金
体
が
コ
ピ
l
改
造
以
一
を
う
姿
勢
を
雌
な
し
て
ほ
し
い

す
。
こ
れ
は
私
の
考
え
で
す
撲
滅
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
と
思
い
ま
す
。

が
、
今
の
子
ど
も
た
ち
が
速
か
ね
ば
♀
り
ま
せ
ん
。

ま

た

l

l

結
び
と
し
て
業
界
全

動
不
足
で
あ
る
こ
と
を
延
い
、
督
作
掛
川
が
総
立
さ
れ
て
い
な
般
に
対
す
る
ご
怠
兄
を
お
附

将
米
的
に
見
て
巡
動
の
袈
潔
い
現
状
に
お

い
て
は
、
業
界
か
せ
ド
さ
い
。

を
と
り
入
れ
た
ゲ
l
ム
機
が
側
で
守
る
べ
き

e

つ
の
ル
l

森
氏

以
上
述
べ
た
こ
と

必
要
と
の
趣
旨
で
、
玄
化
学
ル
を
い
京
ね
て
い
く
必
要
も
を
解
決
し
て

い
く
う
え
で
、

と
の
共
同
開
発
で
『
カ
ラ
テ
」
あ
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
思
う
こ
と
で
す
が
、
業

を
出
し
た
の
が
契
機
で
す
。
沼
山
引
叫
汀
地
反
の
問
題
に

つ

い

伴
内
の
協
会
泊
品
川
は
形
式
的

今
後
、
他
の
メ
ー
カ
ー
と
も
て
は
、
機
械
の
ラ
イ
フ
サ
イ
な
こ
と
が
多
い
感
じ
が
し
ま

共
同
開
発
を
進
め
ま
す
が
、
ヲ
ル
が
制
い
税
状
な
の
で
一
む
す
ね
。
も
っ
と
本
自
を
一
日
い

今
年
の

A

M
シ
ョ
ー
で
ア
ス
取
必
可
が
u
t
く
下
り
る
よ
う
九
け
っ
て
災
剣
に
ん
え
の
あ
る
対

レ
チ
y

ク
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
当
川
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
泌
を
し
、
コ
ピ
ー
や

G
7
シ

ボ
l
ト
ニ
ぎ
な
ど
七
機
種
を

火
切
で
す
。
ま
た
泌
可
が
仏
ン
に
対

L
現
'
尖
的
な
手
を
秘

発
表
す
る
予
定
で
す
。

た

さ
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
途
板
的
に
打
っ
て
い
く
べ
き
な

T

V
ゲ
|
ム
機
の
取
扱
い

伏
し
て
い
い
と
い
う
こ
と
は
の
で
す
。
身
を
粉
に
し
て
治

は
少
し
減
ら
し
、
今
年
皮
の

な
い、

と
の
考
え
方
を
業
界

品則
す
る
よ
う
な
、
心
の
琴
線

州場
合
ま
だ
、
主
力
術
品
で
す
が
、
内
に
縦
ー
す
る
こ
と
も
必
婆
に
触
れ
る
人
た
ち
の
会
合
が

米
年
皮
は
抑
制
し
た
純
聞
の

で
す
。
逃
反
し
て
も
非
の
な
欲
し

い
と
思
い
ま
す
ね
。

中
で
販
売
し
た
い
。
フ
リ
ヴ
識
が
な
い
と
い
う
胤
潮
が
あ

パ
ー
は
い
い
も
の
な
ら
今
後

と
も
引
続
い
て
取
機
い
を
進

め
た
い
。
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
機

は
プ

レ
イ
ヤ
ー
側
に
立
っ
た

営
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一内
服
立
し

た
ー
で
、
状
況
に
よ
り
見
直

し
を
閃
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。
と
も
か
く
い

い
機
械
が
出
る
限
り
、
そ
の

P
R
と
供
給
を
す
る
の
が
デ

ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
ー
の
義

務
だ
と
考
え
ま
す
。

貿
易
商
で
は
現
夜
、
メ
ー

カ
ー
問
の
と
り
き
め
が
あ
る

の
で
現
笑
的
に
は
そ
う
存
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

制
緩
が
と
れ
次
第
、

一内
ス
タ

ー
ト
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
句

も
っ
と
本
音
を

い
合
つ

て、

な
ど
に

コ
ピ
i

対
す
る
現
実
的
な
対
策
を

司'
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ル
型
T

V
ゲ
l
ム
機
約
一
・

1

れ
を
中
心
に
、
ブ
ラ
イ
ズ
マ

シ
ン
や
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド

ゲ
l
ム
機
な
ど
計
一
二

1
敏
台

設
置
。
同
信
に
は
ズ
板
が
八

十
J
，悶
必
で
-
一ト
六
J
，
画
面

の
テ
ー
ブ
ル
タ
T
Y
ゲ
I
ム

機

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
を
設
資

し
、
と
く
に
一
一
見
の
容
を
引

き
つ
け
て
い
る
。

「
7
カ
オ
」
と
「
ス

I
川

!
?
ン
」
の
庖
長
を
萩
ね
る

深
川
智
児
氏
は
『
ゲ

l
ム
は

行
円
玉
さ
え
あ
れ
ば
気
楽
に

遊
べ
る
レ
ジ

T
ー
な
の
で
、

山
崎
れ
る
ニ
と
は
な
い
と
忠
う

ゲ
ー
ム
内
等
は
や
は
り
、
U

町

北
川
心
と
闘
争
心
に
暗
耐
え
た
も

の
が
今
後
も
人
気
を
得
て
い

く
ど
ろ
う
」
と
治
る
ま
た

両
府
の
巡
叫
に
勺
た
る
ゆ
レ

シ
ャ

i
サ
ー
ビ
ス
の
み
池
喰

根
氏
は
池
.. 凡
4
4

ベ
レ

1
9
1

に
つ
い
て
「
他
の
応
を
見
山
下

に
行
く
ニ
と
は
ほ
と
ん
ど
し

幸
い
し
、
自
分
は
白
円
分
の
追

を
行
く
業
者
が
多
い
。
そ
の

た
め
過
勺
競
争
は
全
く
な
い
」

と
淀
川
し
て
い
る
。
同
社
の
川
氏

田
明
虫
社
長
は
「
イ
ン
ベ

l
ダ

i
ブ
i
ム
の
後
遺
症
も
治
っ

た
現
在
、

当
業
界
ば
正
常
な

状
態
に
一
戻一
っ
た
と
忠
・7
。
ゃ

月2回 (1 11・158) ゲームマシン第172号昭和56年9月1日( 9 ) 

• 
は
り
業
紛
向
k
に
は
出
羽
の

安
定
が
n
M
も
必
要
な
の
で
、

A
，
ば
叫
し
ま
し
い
状
態
と
♂
え

る
。
ま
た
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機

の
復
活
を
耳
に
す
る
が
、
こ

れ
ば
全
く
新
し
い
発
恕
の
ゲ

ー
ム
内
海
の
も
の
が
出
な
い

閉
山
り
ブ

l
ム
に
は
な
り
得
な

い
と
思
う
の
で
、
当
社
で
は

級
う
怠
忠
は
A
7
の
と
こ
ろ
告

い
」
と
語
る
。
寺
お
同
社
は

山
内
い
も
う
.

U
判
「日竹
山
u
A

|
バ
!
?
ン
」
を
巡
沢
。

「
カ
ジ
J
.大・
Jλ

舶附
』
は
H
M

も
立
地
条
件
が
よ
く
、

一
-献

で
の
巡
wM
と
い
・
7
ハ
ン
ヂ
イ

も
卜
分
カ
バ

ー
し
て
い
る
。

フ
ロ
ア
は
こ
の
近
辺
で
は
沿

も
広
く
て
約
七

l
w。
波
山
点

検
師
刊
も
叫
相
官
削で、

テ
ー
ブ
ル

m
T
V
ゲ
l
ム
機
三
十
五
台

#φ
心
と
し
て

T
V
ド
ラ
イ

，. 

!データ 附

tt26・

.&. >.t = • (j) 

与次郎

宮古5

一
日
に
七
同
色
を
変
・
λ
る

と
い
う
鮫
島
を
錦
江
湾
同
睡
し

に
望
ん
だ
山
鹿
児
島
市
は
、
“東

洋
の
ナ
ホ
リ
ω

と
愛
称
さ
れ

る
風
光
の
よ
い
観
光
館
市
で

あ
る
。
島
津
輩
出
の
減
下
町
と

し
て
発
展
し
、
日
本
史
に
文

明
開
化
の
先
駆
け
を
つ
く
り
、

近
代
社
会
の
礎
を
築
い
た
多

く
の
偉
人
を
緩
山
山
し
た
郎
市

だ
け
に
、
市
内
各
一
怖
に
は
凶

郷
降
盛
、
大
久
保
利
通
ら
の

銅
像
を
は
じ
め
凶
市
の
役
や

雌
英
戦
争
な
ど
に
ま
つ
わ
る

史
跡
が
多
く
H
見
受
け
ら
れ
・9

鹿
児
島
人
は

」
自
閉
鎖
的
と

J
わ
れ
る
が
、
よ
間
同
の
明
る

い
風
上
に
防
相
わ
れ
た
上
地
の
人
る
と
飲
川崎
が
析
を
仙北
ベ
、

人
々
に
は
、

h
u
b
-句
か
で
川
町
出
m
・山A
け
ま
で
人
泌
り
が
総
え

い

人

怖

が

あ

る

よ

う

ど

幸

い

。
こ
の
地
私
『・
大
文
館
」

市
内
の
繁
修
部
聞
は
、
鹿
児
は
、
品
川
山
口
川
口
敏
が
・
人
文
相
叫
測

h
M
駅
と
内
鹿
児
島
駅
の
中
間
所
在
設
ほ
し
た
の
が
名
の
川
崎

に
あ
る
・
大
文
館
付
近
に
民
約

ζ

り
と
い
う
。

さ
れ
、

メ
イ

ン

泌

り

の

い

ず

ゲ

l
ム
山崎
が
集
中
し
て

い

も
通
り
は
路
蘭
電
車
が
走
り
、
る
の
は
沼
市
午
通
り
と
直
品
川
に

尚
側
に
デ
パ
ー
ト
や
尚
応
が
本
る
天
文
館
通
り
と
、
天
文

並
ん
で
い
る
。
少
し
路
地
を
館
か
ら
市
へ
約
・
て
J
の
と
こ

面• ， 一帽同

-圃園、、

t.'_...‘ー

司"，.，...

ー白

上の写真11'マカ'>J・4コrVJ寺再I..J..'̂ ーハーィ/J

の底内にτ.下の写真は両庖を蓮営する侮1レジャー
ザーピスの荒渇盟社長{左}と深川哲男庖長{右J.

ー

， 

a 

ょ
の
写
真
は
山
形
屋
の
屋
上

『フ
ァ
ミ
リ
ー

ラ
ン
ド
」
に
て
.
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
を
パ
フ

リ
ッ
ヲ
ス
ペ
ー
ス
に
自
由
に
走
ら
せ
て
い
る
.

右
の
写
真
U
鮒
ナ
ム
コ
の
鹿
児
島
県
全
体
の

ロ
ケ
を
担
当
す
る
肥
後
初
彦
氏

量豊富fJ.償積をそろえている rヵ

ツ
ゲ
l
ム
出
向じ
台
、
そ
の
他

7
l
ウ

l
ト
ケ

i
ム
地
内
十
台
、

パ
リ
ー
ス

u
y
ト
ト
八
む
な

ど
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
出
向

.

F

卜

.K
限

テ

ー

ブ
ル

m
.T

V
ゲ
1

台
、
そ
し
て
対
人
ゲ
i
ム
出
向
ム
伐
:
・
卜
数
台
を
中
心
い
い
、

.ム
け
と
い
〉
併
成

d

と
く
に
フ
リ
ッ
パ

|
洲
台
、
メ
ダ
ル

コ
ー

7
ヒ
y
ト
慢
と
7
y
フ

ゲ

l
ム
機
九
ムけ
な
ど
N
州
五

l

ラ
イ
ト
刷
Y
の
T
Y
ド
ラ
イ
ブ
・
ム
μ
を
投
目
。
令
お
-
一
献
は

ゲ
l
ム
出
慨
を
ゆ
れ
際
に
八
ム
日
時
世

T

V
ゲ
l
ム
五
|
川

コ
i
ナ

べ
て
い
る
の
は
壮
観
で
、
こ
ー
と
な
っ
て

い
る
。
問
的
も

れ
は
女
性
の
フ
レ
ィ
ャ
ー
が
な
地
条
件
は
よ
い
が
、
客
足

多
い
そ
う
〆
』
。
主
お
附
応
は
は
向
か
い
側
に
あ
る
「
カ
ジ

関
前
七
凶
同
年
を
記
念
し
て
、
/
-大
文
総
」
へ
流
れ
て
い
く

こ
の
ほ
ど
五
十
円
コ
ー
ナ
ー
ょ
う
だ
。

を
設
唱
品
。
ま
た
肖
円
コ

l
ナ

こ

の

界
般
に
は
こ
の
ほ
か

ー
に
は

m
J，
幽
，
陶
を
約

l
台

デ

ハ

l
ト
の
何
一
上
ゲ
ー
ム
コ

設
冠
。
桑
凶
伝
成
長
ば
『

m
lナ
ー
が
て
制
あ
る
。

J
，
品
開
而
は
官
官
の
誘
引
力
が
あ
「
フ
7

ミ
リ
l
ラ
ン
ド
」

り
、
叩
悦
力
の
弱
い
人
に
は
必
は
山
形
似
の
M
m
L
L
に
あ
る
。

ば
れ
て
い
る
よ
・
7
だ
が
、
作
柄
品
市
物
機
は

J
l
e
h
h必
れ
し
、

全
体
の
"
冗
-K，
け
に
は
そ
・
7
彩

メ

リ

l
J
l
ラ
ン
ド
や
モ
ノ

特
は
会
い
や
は
り
ゲ

1
ム
レ
ー
ル
な
ど
の
し
八
明
日
出
川
か
ら

内
自
作
が
お
.
と
i
川
る
川
山
北
山
山
内
酬
ー
な
ど
小
明
日
出
川
ま
明
、
外

山
山
は
午
前
9
.

時
ま
で
の
"VH
惜
端
的
せ
ろ
え
て
い
，
o。
γ
l
ケ

だ
が
、
伐
に
U
慣
れ
也
絞
が
「
ぐ

l
ト
ゲ
l
ム
出
問
は
子
ン
ト
似

uMの
い
j
も
泊
り
長
必
り
川
り
の
約
.
.
.
ト

NrH、
T

V
ゲ

る
時
々
と
は
、
作
が
そ
れ

#

l
ム
出
問
先
山
中
心
と
し
て
約
じ

けん
い
子
に
行
っ
て
し
ま
?
と
い

l
h
dれ
と
く
に
，
』
こ
で

う
は
都
心
核
ば
ゲ

l
ム
助
に
は
ハ
ノ

7

リ
l
力

l
卜

。.ム
け

も
必
山
併
特
奇
ワ
え
て
い
る
わ
を
ハ
フ
リ
ノ

7
λ

ベ
l
λ

じ

け
〆
-

t

川
氏
し
、
仕
切
り
全
せ
ず
に

、
シ
ョ
イ
ハ

1
7
.人
文
館
も

'H
山
川
に
心
ら
せ
て
い
る
。
こ

は
.
断
と
・
・
陪
で
の
父
業
で
、
れ
じ
つ
い
て
川
山仙の
肥
後
利

両
断
と
も
約
ト
-h
坪
で
小
山
崎
必
ド
任
は
え
川
に
Jrど
も
の

~)"次郎、 ・10、 t!!)! ・148
ろ
に
あ
る
川
弘
地
、
与
次
郎

ヶ
一
似
の
.
一
ヵ
所
。
イ
ン
ベ

l

ダ
|
ブ
ー
ム
時
に
は
小
川
胤
附
酬

な
ゲ
ー
ム
幼
が
市
内
い
と
.
卜

削
刊
以
上
も
出
現
し
た
ら
し
い

が
、
そ
れ
ら
は
.
一、
.
ニ
ヵ
月

で
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、

A
7

残
っ
て

い
る
の
は
ブ
ー
ム
以

前
か
ら
地
道
に
運
山
討
を
続
け

で
き
た
府
が
ほ
と
ん
ど
。

ま
ず

e

大
文
館
近
辺
だ
が
、

「
7
カ
オ
」
は
市
内
で
も
老

舗
の
ゲ
i
ム
ぬ
で
、
フ
ロ
ア

は
約
三
十
坪
。
脳
内
の
竪
は

半
分
が
鋭
狭
り
で
あ
る
。
設

置
機
磁
は
す
べ
て

T

V
ゲ
ー

ム
機
で
、

テ
ー
ブ
ル
型
二
十

台
、
ア

ッ
プ
ラ
イ
ト
型
二
台
、

コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
型
ド
ラ
イ
ブ

ゲ
ー
ム
機
，
玄
u
。
ヤ
ン
グ
婦

が
ぜ
刊
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
」
も
フ

U
ア
は
約
.
ニ
卜

N
。
テ
ー
プ

.‘ 

υ札州川
い
立
っ
て
泌
パ
れ
し
て
い

る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
も
栂

の
あ
る
狭
い
フ
ロ

7
で
は
少

が
な
い
の
で
、
ど
こ
へ
で
も

運
転
し
て
行
け
る
よ
う
に
し

て
い
る
が
、
附
席
以
来
無
事

故
で
釆
で
い
る
」
と
諸
問
る
。

な
お
附
凶
は
胸
ナ
ム
コ
逐
蛍

で
、
肥
後
氏
は
山
形
凶
を
中

心
に
鹿
児
島
県
全
体
の
同
社

ロ
ケ
を
担
当
し
て
い
る
。

「プ
レ
イ
ラ
ン
ド
』
は
丸

出
デ
パ
ー
ト
泌
上
に
あ
り
、

テ
ン
ト
必
り
約
八
十
回
庁
に
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
長
卜
数

台
、
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
:
一
台
、

石
段
用
品
本
物
機
卜
糾似
合
を
設

内
。
も
う

4

つ
約
二4

卜
州
の

パ
yeγ
リ
i
h
-
-
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
、
川
地
時
世
バ
ム
H
d

目
。
な
お
川
山
に
は

-
r
l
フ

ル
州
市

γ
vゲ
ー
ム
地
刊
は
.
ム
H

L
A
川
し
て
い
な
い
。

M
LLは
州
山
と
も
b
u
が
め

が
よ
く
似
ね
を
-
川
市
で
き
る

が
、
火
山
以
と
胤
分
を
代
ん

ど
胤
が
吹
く
た
め
、
出
問
械
に

十民間仰
を
起
こ
し
ゃ
す
く
メ
ン

ナ
ナ
ン
ス
が
し
八
変
ど
と
い
・
7
。

コ
ー
凡
テ
ジ

ポ
1
カ
E

ヲ
ッ
シ
ユ
&
コ
t

マ
t
ワ
a
/

マ
t
q
m

ス
ー
パ
ー
-

ウ
イ
ナ
'
ス
ザ
，

q
凡

n
Iト

H
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レジτーリピス(tt?~・1374)

スーパーマン 7口町8・14、同悼iビル
・お02 ぷ紅閉じ

ジョイ11ーク天文11 +白匂5・7、tt24・69!iJ..

4紅・~日夕-(1--ー ( tt閃 -264 -8611)

フpミリーランド・ゲ一心コーナー
ト 10.tt56・3864 Atl ~同 九

プレイランド UI尽デパト段上〉 呉似町

5・6、tt23・2111(内線288) ぷ刊 誌t国語興景
仰 (tt06・632-1051)

フFミリーランド (ω1器使Ji1':) 金笠切3・
" tt?4-6111 (内隙742) 本~I "附ナl ~コ
(ttω・759・2311) 

ナムコゲームプラザ
S、'1>干I'岡仁。

プレイランド・ザンパテイ湾 与次郎1・3・7、
tt53・4062、 ~n~J\A'Nワルド内r. (tt 

0986・24・6?46)

包織ポつ11;.ゲームコーナー V次郎ト7‘図

様ジザンク1'-'パフ内 tt56・1&1&、.&.'1= 
Jに見過弔問 (tt26・7153)

先の先を読んだつもりが意外な苦戦をしいら

れることが少なくないのがレジャー ・ビジネ
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(10) 

ムけ
と
、
山
の
人
U
に
小
州
品
釆

物
機
:
ム
ヅ
官
設
位
。
下
川
・川

公
は

「
サ
ン
パ

テ
ィ
4
4

に
米

る
後
は
ほ
と
ん
ど
顔
ぶ
れ
が

決
ま

っ
て
お
り
、
中
i

ゲ
I
ム

際
ジ
T
ン
グ
ル
パ

ー
ク
内
の
場
の
潟
も
ん日山
述
が
多
い
」
と

ボ
ウ
リ
ン
グ
旧
制
に
あ
る
O

J

一拘
る
。
向
山
は
広
い
通
り
に

川
町
百
十
六
レ
l

/
も
あ

っ
た

印

し
て
い
る
た
め
か
、
治
に

の
が
ブ

l
ム
ト
火
で
h
ト
レ
火
山
以
が
山
内
に
人
り
、
ぃ

l

/
い
減
少
。
そ
の
余
剰
ス
く
ら
山
総
し
で
あ
フ
ロ
ア
に

ペ
l
ス
に
ゲ
l
ム
助
、
車
際
は
そ
の
ほ
こ
り
が
た
ま
る
と

城
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
い
う
。

を
絞
巡
し
た
わ
け
だ
。
ゲ
l

与
次
郎
ケ
浜
に
は
ブ
テ
ィ

ム
川
崎
は
約
百
プ
十
蝉
と
広
く
、
y
ク
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
併
を

バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
や
レ
ー
ル
，
鼠
べ
た
フ

ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ

必
行
式
な
ど
小
由
来
物
機
を
ン

「
プ
ラ
ブ
ラ
」

が
あ
り
、

中
心
じ
ゆ

っ
た
り
と
レ
イ
ア

こ
こ

μ
側
タ
イ
ト

!
と
側
ナ

ウ
ト
し
て
お
り
、
そ
の

mMm
ム
コ
の
ゲ
l
ム
均
、
が
入
っ
て

に
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
を
い
る
。
「
プ
ラ
プ
ラ
」
は
以

-
一十
数
台
設
山
内
。
こ
の
ほ
か
前
は
点
点

・
鈴
尽
の
縦
汎
で

ボ
ウ
リ
ン
グ
レ
i
ン
の
後
ん

「ベ

ル
コ
モ
ン
ズ
」
と
呼
ば

フ
ロ
ア
に
、
T
V
ゲ
l
ム
機

れ
て
い
た
が
、
今
年
:
吋
一同

を
ゆ
心
と
し
て
ア
ー
ケ
ー
ド

地
バ
の
ホ
テ
ル
な
ど
の
オ
|

ゲ
l
ム
機

ニ
l
数
台
を
A
M
M

問
。
ナ
ー
で
あ
る
側
人
に
緩
MM
が

遜
泌
に
中
ー
と
る
大
見
商
事
川
剛
山
間
H

わ
り
名
品
朴
も
変
更
。
そ
の

の
内
郎
副
幹
夫
氏
は

「ボ
ウ
リ
た
め
か
空
き
い胎
舗
が
数
析
で

ン
グ
等
が
多
い
が
、
ゲ
i
ム

き
、
製
作
や
や
寂
し
い
感
じ

だ
け
を
山
本
し
み
じ
米
る
符
も
の
タ
ウ
ン

いい
な
っ
て
お
り
、

多
い
の
で
、
幅
広
い
防
に
プ
訪
れ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
が
ア

レ
イ
し
て
も
ら
え
る
よ
う
配
ベ
ッ

7
と
い
う
状
況
だ
。

曲略し
て
い
る
」
と
諮
る
。

「

フ
7

ミ
リ
l
ラ
ン
ド

「プ
レ
イ
ラ
ン
ド

・
吋

ン

ゲ

i
ム
コ

ー
ナ
ー
」
は
約
六

パ
テ
ィ
オ
」
は

S
C
「サ

ン
坪
だ
が
、
う
ち
半
分
の
フ
ロ

パ
テ
ィ
4
4

」
に
あ
り
、
約

八

ア

は
中
二
階
と
な
っ
て
お
り
、

l
N
の
フ
ロ
ア
に
約
四
十
台

紙

と
朱
色
で
配
色
し
尚
悶
ム

の
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
l
ム
ー
ド
を
深
わ
せ
た
府
内
で
あ

出慨を
中
心
と
し
て
計
七
十
数
る
。
設
話
機
械
は
テ
ー
ブ
ル

‘

型
T
V
ゲ
i
ム
機
、
同
ア
ッ
丘
ム
u
b在
中
心
に
二
十
数
台
設

性
に
対
す
る

一
般
の
狸
併
を

プ
ラ
イ
ト
、
フ
リ
y
パ
i
、

置
。
昨
年
ま
で
外
の
笠
き
フ
求
め
る
努
力
を
続
け
て
き
て

そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
ロ
ア
に
乗
物
機
を
設
置
し
て
い
る
。

出
慨
が
ほ
ぼ
同
数
の
別
合
で
、

い
た
が
、
オ
ー
ナ
ー
が
符
わ

-
時

H

与
次
郎
ケ
浜
は
必

計
約
問

1
台
を
ぷ
託
。
満
削

っ
て
か
ら
撤
去
。
さ
き
ほ
ど
ず
第
一
の
天
文
総
通
り
に
な

防
長
は
「
以
前
は
三
時
…で
も
の
肥
後
氏
は
「
娘
物
機
の
一拘

る
H

と
バ
わ
れ
て
い
た
が
、

営
業
し
て
い
た
が
、
プ
ラ
プ
波
山
内
を
交
渉
し
て
い
る
が
、

現
況
は
あ
ま
り
か
ん
ば
し
く

ラ
に
来
る
人
も
減
つ
で
き
た
家
族
述
れ
も
少
な
く
な

っ

て

な
い
よ
う
だ
。

の
で
-
一
フ
ロ

ア
の
み
に
し
た
。
き
た
の
で
考
成
中
だ
。
無
料
鹿
児
島
県
に
は
公
れ
ギ
ヤ

昼
は
学
牛
いが
多
い
が
、
殺
は
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
を
実
施
し
ン
ブ
ル
坊
が
な
い
た
め
、
パ

ア
ベ
ァ

ク
が
中
心
と
な
る
」

て

P
R
し
て
い
る
が
、
こ
の
チ
ン
コ
脳
の
進
出
が
附
州
統
と

と
語
る
。

同
応
は
朝

l
一
時

ヂ
ウ
ン
肉
体
の
客
が
少
な
い
な
り
、
ゲ
l
ム
場
の
成
立
を

か
ら
後
十
時
ま
で
営
業
。

の
で
効
巣
は
薄
い
」
と
諸
問
る
。
難
し
く
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ

「
ナ
ム
コ
ゲ
l
ム
プ
ラ
ザ
」
な
お
同
氏
は
市
少
年
倒
的
特
日
間
が
地
え
シ
ン
グ
ル
オ
ベ

レ
ー

は
約
三
十
呼
の
フ
ロ
ア
。
テ

を
長
年
務
め
、
非
行
防
止
と
タ
ー
を
胤
や
す
必
閃
と
も
な

l
ブ
ル
型
T
V
ゲ
l
ム
機
十
と
も
に

T
V
ゲ
l
ム
の
健
全

っ
て

い
る
よ
う
だ
。

火
山
灰
も
来
る
与
次
郎
ケ
浜

さ
て
与
次
郎
ケ
浜
だ
が
、

こ
こ
は
鹿
児
島
で
人
文
館
に

次
ぐ
第
二
の
レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー

ン
と
し
て
栄
え
つ
つ
あ
り
、

Y
l
ム
訓
朝
正
川
は
川
。

d

e
l
l
-
4
 

「国
際
、ボ
ウ
ル

・
ゲ
l
ム

コ
ー
ナ
ー
」

は
、
十J
次
郎
ケ

以
の
中
心
的
保
4

刊
で
あ
る
悶

" 
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ドーム状スクリーンと回転回廊の

ド
シアター

スーパーラウン

こ
れ
ま
で
平
間
マ
ル
チ
ス

帥
仲
間
ス
ク
リ
l今

ク
リ
ー
ン
、

ノ
と
印
刷
介
し
て
き
た
が
、

州
は
そ
れ
以
外
の
、
も
し
く

は
ひ
と
工
夫
さ
れ
た
ス
ク
リ

ー
ン
を
奴
附
し
た
映
像
シ
ス

テ
ム
を
と
り
上
げ
る
。

ま
ず
三
菱
未
来
館
は

と
人
聞
の
明
日
」
が
テ
!

?

で、

ー、
海

フ
7

ン
ヂ
ス
テ
イ

Y
7

ダd

三宮E未来館のファン世スティ yウt.d車内

ょの写真は松下館、下の写真l孟サンヨーソ

ーラリアム。商館とも太陽熱で電力自給.

♀
感
じ
の
総
内
は
全
パ
ピ
リ

オ
ン
の
小
で
最
も
凝
っ
て
い

る
と
忠
わ
れ
る
。
直
後
初

γ

の
ド
l
ム
状
飢
内
全
体
が
ス

ク
リ
ー
ン
と
な
っ
で
い
る
が
、

蛍
而
と
今大
井
戸
仰
と
に
分
か
れ
、

問問
L}間
企
凶
川
は
六
つ
の
ス
ク
リ

ー
ン
か
ら
成
り
お

土
映
写
機

五
台
山
山
問
、
天
井
市
は
ス
ラ

イ
ド
映
一
与
機
七
台
に
よ
る
球

開
ス
タ
リ
l
ン
。
中
央
却
の

派
は
筒
後

8
γ
の
LL.卜
動
す

る
地
球
の
校
刑
ょ
を
中
心
に
未

来
知
山
市
、
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、

尚
制
度
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
よ
る

m
M
か
な
表
的
の
人
形
が
数
カ

所
に
立
ち
、
ナ
レ
ー
タ
ー
を

務
め
て
い
る
。
制飢
ψ

什
は
そ
の

間
同
を
川
る
似

2
γ
の
川
伝

川
出
帥
(
ラ
ウ
ン
ド
ロ

l
ド
)

に
操
り
、
そ
の
ゆ

っ
く
り
と

し
た
州
伝
と
と
も
い
い
1

.
分

間
縦
覧
。
古
川
削
れ
は
h
ハ
チ
ャ
ノ

ネ
ル
で
、
内
係
1
・
6
じ
も

あ
る
必
低
む
伊
川
ス
ピ
ー
カ

ー
{
ス
ー
パ
ー
ウ

i
フ
7
1
)

を
-
ム
け
山
山
川
。
こ
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
を
川
餓
で
は
メ
l

パ
l
ラ
ウ
ン
ド
シ
ス

テ
ム
と

同
つ
ん
で
い
る
。
内
総
は
泌
と

守
山
の
村
・
大
生
ド
ラ
マ
を
映

像
と
駅
動
紋
州
A
G
ど
じ
ょ
り

泌
附
す
る
も
の
。
収
山
科
人

N

u
f
H
人
。

ソ
l
ラ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
松

;;j;iiiiij 
ijji(;;;;ji 

ー

一
脈
般
に
約
八
百
枚

の
ソ
ー
ラ
ー
コ
レ
ク
タ
l
(
必

然
お
)
を
敷
設
し
、
館
内
の

冷
M
ェ
、手
ル
ギ
ー
を
供
給
し

て
い
る
。
テ
ー
マ
は

「地
球

青
森
、
人
制
訓
育
長
』
で
、
本

ら
し
に
役
立
つ

エ
平
ル
ギ
ー

と
仙
川
駅
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
。

下
館
は
、

「
タ
ワ
l
シ
ネ
ラ

メ
イ
ン
は

マ
」
と
呼
ば
れ
る
映
像
シ
ス

テ
ム
で
、

u
v×
8
いけ
の
す

テ
長
ト人
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置
。

こ
れ
は
6
U

×
8
U
の
ス
ク

リ
l
ン
3
枚
か
ら
成
っ
て
い

る
マ
ル
チ
両
前
だ
が
、
加
肌
ザ骨

が
ド
か
ら
阿
ん
や
す
い
よ
う
に

尻町
上
絡
の
ス
ク
リ
l
ノ
は
前

へ
初
度
傾
い
て
い
る
。
お

イ

映
写
機

-
ムu
使
用
。
内
山
骨
は

人
績
の
英
知
を
さ
ま
ざ
ま
介
。

角
度
か
ら
と
ら
え
る
も
の
で
、

白
然
エ
、平
ル
ギ
l
M判
例
や
従

i
役
術
応
川
に
よ
る
ぶ
ら
し

を
総
介
。
縦
覧
時
川
卜
分
。

サ
ン
ヨ
ー
ソ
l
ラ
リ
ア
ム

も
以
似
に
太
防
品
川
…
の
集
熱
川
市

を
こ

F
本
も
設
内
し
、
同
肘
聞

の叶唱
LM
消
品
目
の
じ
O
M
m
を
賄

っ
て
い
る
。
「
太
陽
へ
の
滋

激
」
と
い
う
テ

i
マ
の
も
と

に
、
L
A
防
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
M刊

川
技
術
な
ど
を
紹
介
。
飢
内

はい
ハ
つ
の
ゾ
|
/
じ
分
か
れ

て
お
り
、

そ
の

l
ド
ス
コ
ー
プ

・
シ
ア
タ
ー

つ
に
カ
レ

が
あ
る
。

こ
れ
は
8
U

×
6

γ
の
ス
ク
リ
ー
ン
の
同
州
間

前
を
ミ
ラ
ー
で
と
り
川
ん
ど

映
像
の
ん
市
鋭
と
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。，'¥ fo'¥ f。、

方書置の各種 ノノー¥ _/;.よ¥ ~よ_\

ガイ ドチ y プr~居浜町補強とチ y プ究換 金Cコラ。)~ ~( )弓
によq型式の互換性 をもっTいま す. ¥or ¥or ¥or 
実用新案申請中PAT.P30293 
小l¥"のものもみワ ます.(セガ、デー タ問)

Vブラウン管支持周杏1重ステー

何‘

マ畠11像作鍍有り(ステランプル、デイフェ

ンダー用

・天板 ガラス ・エス カyシ弓ン

(タテ ヨコ兼用}

・タイト ータイプ化従パネル

・スモ yク板

・レパーポール(小 中 ー大)

クス株式会社
25山京ビル1002

まま東京(03)982-8166

ー
ー

東京都豊豊島区東池袋 1-48-10

〒170

三和エレクトロ

ヨ コ鎌ffl~タテ.

連E

コントロールレバー

.Sway ・4way

・メタルプ yシュ ・切娩プレート

焼入;買

・愉出用7'>プライト に使用可能
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SW使用
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任天堂式ワ
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・過電流保穫は自動復帰定
::流量7特性
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P以下

・低ノイズスパイクノイズ
50m vr p以下

・高官級度MTBF6l)OOO時間

操作板

S 0505M形電源

{入1)唱F.EACIOOVふ 109百日 .，問附仲 》
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業

ト・

4
H
に
公
総
会
が
開
か
れ
を
起
こ
さ
な
げ
札
一日ぺ

叩
K
W
H

お
の
犯
罪
花
円
却
な
ど
を
チ
ー

さ
ら
に
-
ト
八
日
に
巾
泌
九
五
上
今
以
上
の
規
制
を
受
け
る
ツ
ク
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

て
の
係
決
と
な
っ
た
ゆ

脱
制

わ
け
で
は
な
く
.
単
に
こ
札

胤
行
A
"
の
は
う
で
は
す
で

対
決
は
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
ら
内
定
M
慨
に
ワ
ク
を
つ
け
る
に

い
く
つ
か
の
後
が
出
て
い

均
の
は
か
は
‘
マ
ッ
サ
ー
ジ

Y
け
と
の
ニ
と
と
く
ド
ゲ
る
と
の
ニ
と
で
・
M
仁
ア
l

ハ
l
ラ
1
・
デ
l
ト
ク
ラ
ブ
.
ー
ム
に
つ
い
て
江
川
市
A
以

ケ
|
ド
ゲ
|
ム
均
L

い
勺
て

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
t
川
山
成
以

は
『
訟
は
T

V
ゲ
1
ム
険
や
ピ
む
知
外
の
シ
3

y

ビ
ン
グ
セ

に
t
る
と
ぬ
淀
川
山
は
、
よ
ン
ポ
ー
ル
険
P
7
リ
ァ
パ

|
)
ン
タ

|

(S

C
)‘
滋
同
地
.

れ
ら
附
つ
の
集
約
は
い
札
い
に
が
好
き
た
よ
の
m
e
叩
の
主
空
港
そ
の
他
公
共
的
な
ロ
ケ

迷
給
し
て
.
少
む
く
と
し

駄

な

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
!
ム
場
で

|
シ

ョ
ン
は
適
用
除
外
に
な

専
に
よ
る
泌
総
を
ひ
き
起
こ
転
ば
い
い
常
途
中骨
だ
し
、
決

る
見
込
み
だ
。
い
す
れ
に
せ

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
‘

と
し
て
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
業
よ
同
条
例
は
今
秋
に
は
夫
総

し
て
い
る
。

界
を
傷
つ
け
た
い
と
は
忽
つ

さ
れ
る
ニ
と
に
な
る
。

-AH制

r叫
H引RUMUAUYAHMY内
up‘““mt山

内

MY凡
"vauuAur“"引‘“"Y泊

Hmw‘品目Y品目Y凶
HP
‘“
u‘品目Y凶
"Y凶
H炉
、品目VAHurAH"r“

特
周
年
迎
え
た

C
・
A
-
ロ
ビ
ン
ソ
ン
社

プ

ン
」
、
ス
タ
ー
ン
托
「
ス

・

・

l

l

i

p

-

-

-

.

11
F

i

!

|
パ
|
コ
ブ
ラ
L

ほ
と
ん
ど

自

=ztふ
ム
ノ
-
由

-
B
E
E
P
U
A門

+F-
が
T

V
ゲ
|
ム
機
ど
っ
た

重
賞
ハ
ご
て
こ

l
l
H耳

目

は

九

六

年

に

チ

ヤ
ー
ル
ズ

・
A
・

ロ
ビ
ン
ソ

各

社

最

新

T
V

ゲ
l

ム

機

展

示

-

ン
氏
が
、
硬
貨
作
品
開
式
の
機

械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
社
と

し
て
創
設
し
た
ら
の
で
、
間
叫

社
長
ベ
テ
ル
7
・
/
氏
は
驚
く

し
て
当
時
間
祉
に
入
社

L
、

-一
九
年
日
」
は
共
同
経
営
者
と

な
っ
た
。
C
・
A
-
ロ
ビ
ン

ソ
ン
氏
は
六
六
年
に
引
・
必
.

じ
τ.
年
死
亡
し
て
い
る
.

，.
卜
九
年
カ
リ
フ
布
ル
ニ

ア
州
い
いね
け
る
ピ
ン
ボ
l
ル

然
止
令
に
よ
リ
同
社
は
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て

出
発
し
、
戦
中
、
戦
後
を
経

て
し八
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
1
7

ー
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

現
社
長
は
米
図
業
界
で
・
ミ

ス
タ
ー

B
“
と
呼
ば
れ
る
著

名
人
で
あ
リ
、
そ
の
息
子
ア

イ
ラ

・
ベ
テ
ル
7
ン
副
社
長

は
全
米
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
の
協
会
A
V
M
D
A
の

会
民
.
ニ
と
し
阿
川
、
M
u
u

は
川
十
瓦
周
年
の
行
事
を
川
糊

し
て
い
る
.

米
国
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
が
七
月
二
十
八
日
に
可
決

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
ぷ
会
は

七
月
，
-卜
八
日
、
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
を
合
む
い

わ
ば
風
俗

的
な
営
業
に
付
し
そ
の
縦
訓

を
強
め
る
条
例
を
泌
均
.
時
以

で
F

川，
泌
す
る
と
と
し
に
、
川

市
成
会
は
um
の
金
州
却
に
H
円

し
.h
oJ
卜
日
以
内
に
同
条
例

を
川
ハ体
化
す
る
た
め
の
随
行

令
%
を
ぬ
山
ず
る
ニ
と
そ
決

定
し
た
。
-
』
れ
に
よ
リ
A
K
州

都
は
、
川
条
例
制
・
'.4
の
臨
時
U
H

に
沿
っ
て
似
置
に
取
綴
い
な

ど
を
明
帥
開
化
し
て
、
百
二
ト

日
以
内
に
悩
行
令
系
を
作
成

し
て
い
く
が
、
と
く
に
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
業
界
と
は
衝

突
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
配
峨

さ
札
る
と
さ
れ
て
い
る
.

こ
の
条
例
の
そ
む
そ
ら
の

免
帆
酬
は
ウ
ふ
ス
ト

・
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
と
サ
ン

・
ウ
ふ
ル
ナ

ン
ド
の
住
民
た
%
が
、
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
場
や
そ
の
他

の
抱
設
が
犯
罪
、
交
通
渋
滞
‘

岡
空
H
、
プ
ミ
そ
の
他
な
ん・っ

か
の
厄
介
ご
と
を
増
大
さ
せ

て
い
る
、
と
の
苦
情
を
持
ち

込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
.
そ
ニ

で
ヤ
ロ
ス
ラ
ブ
ス
キ
市
会
ぷ

以
が
・
-
の
t
n
仙川
に
基
づ
さ
な

ん
ら
か
の
胤
制
条
例
を
制
定

し
よ
う
と
い
う
州
制
定
を
巾
品

会
に
ぬ
山
し
た
と
ニ
ろ
、
ト

・
6
H
川
一
で
ま
ず
吋
決
し
た

:主lJ.ifiIlヒしたアミユ ースメ/卜ニ 1 ース

I¥-:-ERNATIONAL AMUSE切EN~ 、 E"'S

米
関
で
む
抜
大
級
の
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ

斗
l
タ
ー
と
し
て

知
ら
れ
て

い
る
C

・
A
・

ロ

ビ
ン
ソ
ン
枇
(
本
社
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
、
ア
ル

・
ベ
テ
ル
マ

ン
社
長
)
が
七
月

一
日
、
附

社
Y
ョ
l
ル
l
ム
で

仰
サ
マ

l
y
ョ
!
"
を
川附
帥
附
し
た
が
‘

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
じ
百
五

ト
人
む
の
業
ぃ引
が
参
集
し、

大
成
功
と
な
っ
た
。

展
示
さ
れ
た
紋
新
時
間M刊
の

主
な
む
の
は
、
ア
タ
リ
社
、
セ

ン
チ
ピ
l
ド
」

、

「
レ
ッ
ド

パ
ロ

ン」

、
セ

ン
チ
ュ
リ
社

、
プ
レ
ア
デ
ス
」

、
シ
平
?

ト
ロ
ニ
ク
ス
社
『
ア
1
7
l

ア
タ
ッ
ク
」
.
ゲ
ー
ム
プ
ラ

ン
社
「
Y
ャ
1
7
・
ア
タ
ッ

ク
」
、
セ
ガ
/
グ
レ
ム
リ
ン

社

「
ス
ペ
ー
ス

・
オ
デ
ヮ
セ

|
¥
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
l
u
u
「
ウ

ィ
ザ
l
ド

・
オ
プ

・
ヮ
ー
へ

タ
イ
ト
l
「
コ
ロ
ニ
ー

-
セ

Colony 7 

(Taito America) 

米
関
の
タ
イ
ト
i
・
ア
メ

リ
カ
の
初
の
独
自
開
発
T

V

ゲ
l
ム
機
「
コ
ロ
ニ
ー

-
セ

ブ
ン
』
。
字
申
回
戦
争
を
-
7
1

7
に
し
た
も
の
で
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
測
の
式
総
を
地
加
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
故
大

の
特
徴
川
社
は
今
ま
で
H

本
の
タ
イ
ト
l
開
発
口
仰
や
他

社
か
ら
の
狩
泌
n
川
ぱ
か
リ
を

製
法
し
て
き
で
い
haa

・we

，ー
『

月2回 (1日ー15日}発行

ピー機

ドウェーヰ土の言斥えで

排除命令

コがTC 
=z-ン• 米国

米
国
の
ミ
ッ
ド
ウ
ふ

|
社

(本
社
イ
リ
ノ
イ
州
フ
ラ
ン

ク
リ
ン
パ

|
夕
、
守
口
フ
ス

キ
l
u
町
長
}
に
よ
る
T
V
ゲ

ー
ム
機
の
コ
ピ
l
排
除
の
成

栄
は
・
}
の
と
こ
ろ
治
実
に

t

っ
て
お
り
.
抜
判
所
、
I
T

C

{倒
際
貿
易
委
員
会
)
に

よ
る
命
令
を
効
果
的
に
引
き

出
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
ボ
ス
ト
ン

の
述
邦
地
力
裁
判
円
引
所
で
、
同

地
に
あ
る
多
数
の
コ
ピ
|

T

V
機
を
抑
収
す
る
似
処
分
命

令
が
出
さ
れ
た
.

よ
れ
は
ミ
ッ
ド
ウ
品

|
社

が
ナ
ム
コ
か
ら
到
泣
昨
祁
を

第172号

「
ギ
ャ
ラ
ク
シ

文
け
て
い
る

ア
ン
」
と
『
ハ
ッ
ク
マ
ン
」

の
コ
ピ
l
に
付
す
る
も
の
で
-

m
u
は
が
ぶ
え
た
相
子

H
は
.

オ
ム
ニ

・
ビ
デ
オ
社
(
ス
タ

ー
ン
祉
に
も
訴
え
ら
れ
て
い

る
)
裂
の

『
パ
ッ
ク

?
ン」

と

「
ル
ナ
l
・
イ
ン
ベ

|
シ

ヨ
ン
」
(
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ア
ン
)

を
版
先
し
た
リ
オ
ペ
レ
1
ト

し
て
い
た
次
の
八
社
と
ロ
ケ

|

Y
ヨ
ン
で
‘出町
ら
ず
コ
ピ

i
機
は
棚
押
収
さ
れ
た
.

①
メ
ロ
ト
!
ン

・
ペ
ン
デ

ィ
ン
グ
社
、
②
ダ
ガ
ス

・
ペ

ン
デ
ィ
ン
グ
枕
‘
①
レ
イ
ア

ン

・
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
社
、

@

一
0
0
4
プ
レ
イ
ズ
社
、
⑤

デ
ビ
ッ
ド

・
キ
l
ン
社
、
⑥

フ
ア
ル

7
ウ
ス
社
、
⑦
J
B

W
社
、③
バ
l
ク
サ
イ
ド
社
。

押
収
は
多
数
の
Y
A
リ
フ
を

動
員
し
て
同
時
に
実
行
さ
れ
、

押
収
箇
所
は
?
サ
チ
ュ
l
セ

γ
ツ
州
全
域
に
及
ん
で
い
る
・

似
処
分
火
ぬ
後
、
こ
の
が

件
に
附
し
臨
時
間
会
が
閃
か
れ

て
い
る
が
、
ニ
の
治
判
引
で
ミ

リ
，
，
ド
ウ
ェ
l
u
n
は
コ
ピ
|出聞

に
よ
る
般
市
託
銀
と
訴
訟
に
.裂

し
た
費
用
を
被
告
た
ち
に
務

ボ
し
て

い
く
と
し
て
い

る
。

キ
ュ
l，
コ
な
ど

内
外
の
日
社
に

も
う
.
万
は
I
T
C
カ

h

ハ

川

E.
I
.九
日
に
出
し
た
コ
ピ

|
崎
町
排
除
へ
W
A
W
-
こ
れ
は
ミ

ヅ
ド
ウ
L
i
u
代
が
阿
月
卜
しハ

会

を

増

設

AMOA'SI 

入

場

登

録
料

は

こ
と
し
お
ド
ル

(17) 

ニ
と
し
の
A
M
O
A
エ
キ

ス
ポ
縦
示
会
場
川
雌
は
、

内川

号
師
同
級
の
.. 
一フ

ロ
ア
ー
で
は

間
に
合
わ
な
く
な
リ、

ノ
ー

ス
ホ
1
ル
を
追
加
す
る
・
』と

に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
.

-}
れ
は
一
応
昨
年
ど
お
リ

の
会
場
ι川
剛
を
進
め
て
S
た

と
ニ
ろ
、
昨
年
の
例
で
む
川明

ら
か
な
よ
う
に
会
初
が
狩
し

〈
泌
維
す
る
ニ
と
、
さ
ら
に

新
双
山
M棋
の
巾
し
込
み
が
多

-

H
に
・
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ア
ン
」

の
コ
ピ
l
緋
除
を
求
め
て
訴

え
を
起
こ
し
た
も
の
{
本
紙

約
山
削
り
脱
線
)
で
、
六
月
九
日

公
聴
会
が
川
か
れ
委
只
全
只

一
放
で
、
同
祉
の
士
I
M
加
が
認

め
ら
れ
、
問
題
に
な
っ
た
コ

ピ
i
機
は
合
衆
向
附
税
法
第

一
=
，七
条
違
反
と
し
.
コ

ピ

ー
機
や
そ
の
慈
阪
は
同
祉
の

止
当
な
僚
制
を
侵
小
汚
し
て
い

る
と
し
て
、
級
官
ロ
賠
償
を
求

め
る
民
事
訴
必
を
起
・
』
し
う

る
と
の
判
断
を
示
し
た

同
委
H
H
A
μ
に
よ
リ
排
除
さ

れ
る
ニ
と
に
な
う
た
コ
ピ
l

機

(応
似
合
む
)
の
名
前
は

「
ギ
ャ
ラ
7
シ
ア

ン
」
の
ほ

か
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
l
¥
「
ギ

ャ
ラ
7
シ
ゾ
プ
」
な
ど
が
あ

っ
た
と
の
こ
と
。

こ
の
件
で

ミ
ヴ
ド
ウ
£

|
祉
の
他
利
を

川
町
山
引
げ
し
た
と
さ
れ
た
の
は
次

、，

3
t
・

6
1
?
 

①
ア
ー
チ
ッ
ク

・
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
社
、
@チ
ェ
ン

・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
、

雪

川創
商
事
、
④
ア
1

2

イ

・
エ
キ
ス
ポ
l
ト
社
、
③

タ
イ
ト
|
、
⑥
タ
イ
ト
1
・

ハ
ワ
イ
、
⑦
凹
眠
栄
産
業
、
③

ス
タ
ン

・
ル
|
ソ
|
社
、
③

ミ
ヤ
ピ
社

(
コ
ン
ビ
ュ
ゲ
ー

ム
祉
の
川
H
U制
}
、
⑬
M
-
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
、
⑪
T

T
セ
ー
ル

ス
&
サ
ー
ビ
ス
、

⑫
キ
ュ

|
ゴ
、
⑪
サ
ー
ク
ル

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
付
。

な
お
問
題
と
な
っ
た
コ
ピ

l
機
に
は

「
カ
ラ
テ
コ

・
ギ

ャ
ラ
ク
シ
ア
ン
」
も
あ

っ
た

と
さ
れ
て
い

る
。

英
国
で
も

コ
ピ
l
機

排
除
推
進

米
国

・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社

米川川
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
U
H
.

(
本
社
シ
カ
ゴ
、
ミ
シ
ェ
ル

・

ス
ト
ロ
ー
ル
U
E
V
K
)
で
は
、』

の
ほ
ど
、
前
提
同
で
む
同
社
T

V
ゲ
l
ム
機
の
コ
ピ
l
排
除

に
晶
吊
り
出
し
た
。

こ
れ
は
同
祉
T

V
ゲ
l
ム

機

「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
i
』
の

コ
ピ
i
機

(
級
紙
L
A
T
H
む
)

泌
め
の
ぷ九州
で
の
本
俗
的
な

作
業
で
ゐ
リ
‘
こ
と
し
.
川

の
A

T
E
な
ど
で
の
コ
ピ
l

排
除
に
続
く
む
の
.
川
崎
間
に

お
け
る
符
作
出
酬
を
HM
得
さ
れ

た
と
し
て
、
グ
ッ
ド

・
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
H
R
や
セ

ン
チ

ュ
リ

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス

叫
ー
な
ど
を
相
手
ど

っ
て
五
十

種
鎖
以
上
も
の
機
械

(
P

C

ボ
ー
ド
も
含
む
)
を
対
象
に

ぷ
え
を
起
し
た
と
の

-』
と
.

M
M
U
に
よ
る
と
-』
れ
ら
の
中

に
は
、
日
本
側
の
P
C
ボ
ー

ド
を
使
川
し
た
む
の
が
多
〈

日
比
山
則
さ
れ
て
い
る
と
の
・
』
と

で
あ
る
。

い
こ
と

に
よ
リ
会
湯
m

設
の
必
要
に
迎
ら
れ
た
た
め
。

/
l
ス
ホ
|
ル

(北
広
間
)

に
は
少
な
く
と
ら
三
十
七
小

川
の
設
定
が
で
き
る
と
の
こ

と
で
、

金
曜
岬
で
昨
年
が
L
G

μ
l九
小
間
だ
っ
た
の
が
‘

・
』
と
し
は
J

“
じ
ト
小
聞
と

合
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
L

ま
だ
.. 卜
社
ぱ
か
リ
が
入
れ

ず
に
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ

・
リ

ス
ト
に
峨
っ
た
よ
ま
と
い
・
ヲ

-
』
と
だ
。

も
お
、
』
と
し
の
入
場
符
録

制
材
(
レ
ジ
ス
ト
レ
l
シ
ヨ
ン

フ
ィ
|
)
は

}
人
に
つ
き
一

f
五
J
と
な
っ
て
い
る
。
す

7

e

v

;

}

}
 

・
ー

!
l
L
-
l
e
i

-
-
-

で
に
市

r問
。
釘
力
開
MM掬
さ
れ

て
お
リ
、
こ
の
プ
レ

・
レ
ジ

ス
ト
レ
|
シ
3

ン
は
ト
川

a
-

H
に
締
切
ら
れ
る
F山
一
品
と
な

A
1

て
い
る
。

A
M
O
A
会
H
H

は
い
燃
料
。
会
期
中
b
q
u
州
.
は

行
な
わ
れ
る
。

-

-

-

-

-

-

E

・

E

・

-

-

-

-

-

-

E

・

E

・

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

.

『

，

E

1

1

p

、

b

E

D

-

-

、

、

胃

ロ

』

日

リ

ト

ト

b
て
き
ま
す

.

圃

け

3
川

に

回

目

司

Z
F

日

闘

志

小

+

化

安
心
、
理
K
・
M
山
山
仰
な
本

田

j

-

脈
氷
川
A

M
O

A
Y
ア
1
1

・

m

本
紙
主
催
米
国
ツ
ア

l
汁
け
れ
九
凶
川

目

.

定
ぷ
あ
る
本
紙
半
山
間
、
米

du
A

M
施
ぷ
で
あ
る
ユ
ニ
パ

た

(航
空
泌
貨
七
川
値
上
げ

.

・

M同
A
M
O
A
祝
祭
ツ
ア
ー
は
、
l
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
な
ど
、
A1
U
H
L
折
込
み
済
み
)
。
係
行

.
 

.
 ，、M

今
年
で
お
・ハ
凶
と
な
り
ま
す
。
後
の
A

M
史
九
に
役
立
つ

ス
取
抜
業
お
は
近
畿
日
本
ツ
1

・

・

岡

a，
司

今
例
の
内
谷
は
卜
H
川
と
い
ポ
ッ
ト
が
A
，
M
の
ツ
ア
ー
に

り
え
ト

・
卜
本
町
営
業
所
で

圃

.

v

う
約
か
い

u
w主い
か
ら
‘

A

多
数
盛
り
込
ま
れ
て
お
り

、

米

川

の
九
営
業
所
が
治
則
で

圃

・

'

『

岨

4

・

M
O
A
エ
キ
ス
ポ
れ
の
悦
-M
M
ま
れ
'
J
ワ
イ
で
の
T

V
ゲ

ー

さ

、
今
川
の
ツ
ア
ー
の
館
時
中
ι

・

-

a

F

』
L
F
圃

を
小
心
に
、
シ
カ
ゴ
と
サ
ン
ム
ブ
l
ム
に
L
桜
す
る
-
』
と
さ
、
快
泌
さ
を
州
市
防
し
ま
す
・

・

町

別

…行
一
…
能
川
一山山…

お
申
込
み
は
ふ
フ
す
ぐ
に
一

回

掛

川

一
一
世

リ

丸

山

付

い

な

川

内

刊

日

間

以

…

れ

で

ド

ツ

ア

l

H

山

新

東

京

(

成

四

・

晶

凶

晶

E
F

時
gg再
開

先
の
メ
ー
カ
ー
は
ミ
ァ
ド
ウ
街
泊
費
・
調
体
行
動
中
の
い
父
削
)叱
γ，
沿
を
出
発
点
と
し
て

.

川

P
H川

高

主

主
|
位
、
グ
レ
ム
リ
ン
H
Z
泊
費
、
チ

ッ
プ

・
利
用
制
悦
主
お
り
ま
す
が
、
今
年
か
ら
大

.
 

.
 

』
句

4
劃
町

向

;
lE

ど
大
千
メ
ー
カ
ー
を
チ
定
し
ど
は
む
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
食
阪
か
ら
の
来
線
使
(
布
終
)

・

1

即
咽
・

司

て
ね
リ
ま
す
。
コ
ピ
l
防
止
事
は
朝
食
八
川
、
佐
食
:
一川
、

が
か
な
り
鋭
利
に
な
リ
念

.
 

.
 

・

…

8
一

2
2〈
T

V
ゲ
|
ム
夕
食
五
回
分
が
含
ま
れ
て
打

た

。
そ
の
他
ぷ
し
く
は
パ
ン

一一

、

回
，

四

険
市
均
が
鰍
め
て
安
定
し
て
リ
ま
す
の
で
便
利
で
す
{
な
フ
レ
ッ
ト
を
川
ぶ
し
て
わ
打
リ

.

圏

、

ぺ

一
泊

二

般
大
し
つ
つ

2
市

Z
ぷ

谷

川

に

?

れ

て

い

ま

す

の

で

・

お

早

め

に

お

閣

P

噌

a'
山
周
回

目

的
b
H
凡
附
す
る
こ
と
は
‘
へ
J

な
い
の
は
波
鉱
F
続
料
、

A

い
A
H
わ
せ

・
-
U
山
中
し
込
み
ド

.

・
4ん

一
附

…

後
の

3
3を
品

え

る

M
O

A
殺

1
.
SA
12μ
ト
れ
に
な
リ

阻

園

、

戸

'

広

一

い

ωリ
バ

ー

る

経

験

と

な

げ

一

川

U
U
1リ
ペ

d
M刊日
4

0
3
0
9

圃

--，‘
4

=
軍
一

一

以
上
に
加
え
、
世
界
応
大
Y
ト
に
て
泌
明
)。

ま
た
こ

ア
ミ
2
l
ズ
メ
ン
ト
通
信
社

.

-

-

一EU町
田

級
の
カ
ジ
ノ
郡
山
ラ
ス
ベ
ガ
の
貸
別
は
・
指
し
て
定
務
川

公
(
ω
)
7
6
8
・
4

8
2
1

川

.
、
a'

一
訓
』
ニ

ス
や
‘
内
容
を
m
し
た
デ
ィ
海
外
後
察
経
費
と
し
て
認
め

近
飯
田
本
ツ
ー
リ
ス
ト
側
・

・

-

b卜

ズニ

lzr占
r市
弔
主
ぷ
t
判
特
A
F
E

-
-
川
ド

「
一
-E

h
一

二

利

一

川

一

イ

一

リ

一

川

一

一

一

-

晦

m

3

二剛
山一一
一川
一…一…一卜一円
一M

二

一圃

・
町

皿

一二一一一一一

一L
U

一一
一
一二

一
一・

国
男

軍一

一芸
一
三
一戸
一
二
三

一・

-

E
4
7
一品
一一一…

一…一…一叩
一一
一一一郎「

一・

町

松

助

国

三

一
一
一

一
一

一
…

一

…
一

一
一
一

一
広

一

…
一
一

一
一

一
園

-
s

・
吊
ゆ
協
グ

『

aM
程

一

一
柑

わ

一
M

一
同

一

桝

一

紅

一
川

一
山
一
糊

一

輪

一

札

一
僻

一

E

勘
鞠
ク
正
日
正取
市
中
弔
ヰ
布
市
ヰ
不
E
E

編

鵠

一間
二…
一日
一山一ド
一山
一……
一…一ド一……
一…一二E

・
4
圏
、
両
証

日
吐
止
当
当
止
斗
当
主

-

-

ー
ー

竹
竹
刊
日
H
川
け
円
日
H
川
什
刊
町
H
MH
Mμ

・

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

E

・

E

・

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

E

・

E

・

-

-

E

・

E

・

-

-

-

， 
h 

海
外
の
論
潮

ウ

ォ

l
ル
ス
ト
リ
ー
ト

ジ
ャ

ー
ナ
ル
か
ら
l
ll

カ
ラ
オ
ケ
パ

歌
う

上
手
な
t

日
本

米
両
の
権
威
あ
る
経
済
紙

、
ゥ
z
l
ル
ス
ト
リ
ー
ト

・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
七
月
九
日
一号

で
日
本
の
カ
ラ
オ
ケ
が
紹
介

さ
れ
た
.
附
随
し
て
「
貿
易
に

加
え
て
、

H
本
人
は
パ

ー
で

歌
う
の
b
u
白
人
」
‘
ア
ー
バ

ン

・
C

・
レ
l
ナ
|
必
μ
れ
に

よ
る
ヤ
叫
が
で
あ
る
。

必
恨
の
太
郎
分
は
川明
日
新

聞
に
よ
り
す
で
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、
以
下
は
全
沢
へ

の
試
み
。
こ
の
M刊
の
英
文
記

事
は
結
び
が
い
つ
も
さ
い
て

い
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
意

味
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
に

と
く
に
結
び
の
文
択
の
み
版

文
で
銭
し
て
わ
り
い
た
。

ゆや

*

*

u本
の
昨
肌
行
いれ
に
山
公
司

た
ニ
と
の
h
る
米
側
人
は
.

日
本
人
と
は
物
内
叩
か
で
略
、ぇ

口
て
恥
ず
か
し
が
リ
や
ど
と

思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
う

い
う
米
関
人
は
カ
ラ
オ
ケ
に

出
く
わ
し
た
こ
と
が
な
い
の

J

E
'
 

''h 
カ
ラ
オ
ケ
に
出
く
わ
す
に

は
上
山
崎
の
使
、

H
本
の
従
リ

州怖が
μ
取
由
岨
で
あ
る
。

H
本
で

は
ス
ナ
ゅ
，
?
と
は
飲
食
の
坊

で
は
な
〈
.
カ
ラ
中
ケ
を
や

る
た
め
の
肌
切
で
あ
る
と
い
う

の
か
す
ぐ
わ
か
る

す作
た
ち

は
ひ
と
リ
の
"
を
除
い
て
み

ん
な
鐙
の
上
に
座
っ
て
い
る
。

当
の
男
(
ミ
ス
タ
ー

-
ジ
ャ

バ
ニ

i
ズ

・
ク
レ
i
ジ
l

-

ボ
ー
イ
)
ふ
み
、

水
の
近
い
て
あ
る
カ
ウ
ン
タ

ー
の
所
で
、
品
川
っ
ぱ
ら
つ
て

マ
イ
ク
に
休
ぞ
傾
け
、
歌
集

を
じ
っ
と
凡
な
が
ら
.
炎
必

の
駄
を
悲
し
げ
に
敏
い
給
め

る
の
で
ん
る

彼

{
ク
レ
l
ジ
1
・
ボ
ー

イ
)
の
放
と
伴
奏
の
経
が
し

い
虫
u
淡
は
、
そ
の
か
い
わ
い

の
す
み
ず
み
ま
で
聞
こ
え
る

ほ
ど
だ
。
歌
い
終
え
る
と
、

他
の
客
た
ち
は
始
予
か
っ
さ

い
し
.
そ
し
て
す
ぐ
次
の
人

が
や
は
リ
酔

っ
払
っ
て

マ
イ

ク
を
引
織
ぐ
.
川
内
び
そ
の
パ

ー
は
、
判
刷
Jr
は
ず
れ
に
が
政

か
に
心
か
・
り
絞
リ
山
山
さ
れ
る

よ
う
な
放
で
満
た
さ
れ
る
・
』

と
に
な
る
・

ス
コ

ッ
チ
や

そ
噌
』
に
カ
ラ
オ
ケ
が
あ
る
.

こ
れ
こ
そ
、
か
つ
て
な
か
っ

た
ほ
ど
日
本
に
広
が
っ
て
し

ま
っ
た
鉱
山
A
な
の
だ
。
数
年

前
に
ど
-
}
か
ら
と
L
1
0
〈
中

ま
れ
て
き
て
以
求
、
騒
が
し

い
作
血
悼
の
銚
K
H
に
合
わ
せ
.

-A
m切
で
徐
州

rる
と
い
・
ヲ
独

り

t
が
リ
が
.
何
.
h
h
人
む

の
ウ

γ
ン
を
ひ

3
つ
け
.
何

万
粁
む
の
え
ナ
，
7
や
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
を
カ
ラ
オ
ケ

・
パ

ー
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。

ラ
オ
ケ
(
カ

・
ラ

・
オ

・
ケ

と
発
汚
す
る
が
ア
ク
セ
ン
ト

は
な
い
)の
魅
力
は
、
彼
(
ク

レ
|
ジ
|

・
ポ
|
イ
)
が
説

明
す
る
よ
う
に

「歌
う
こ
と

は
公
持
ち
を
よ
く
す
る
L
と

で

b
必
明
で
き
ょ
う
か
・

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

ニ
の
収
集
を
む
っ
と
深
〈

分
析
す
る
人
た
ち
も
い
る

日
本
の
社
会
の
窮
屈
な
伝
統

ゃ
、
集
団
の
努
力
の
・
中
で
の

例
人
の
従
順
性
か
ら
白
山
に

な
り
た
い

、
と
い
う
願
望
が

服
悶
だ
と
い
う
の
だ
・
「
カ

ラ
オ
ケ
で
は
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
が

υと
リ
の
4
4
い
F
に
浴

ぴ
せ
ら
札
る
で
し
ょ
・
ヲ
そ

ん
会
ふ
う
い
い
休
日
さ
れ
る
ニ

と
に
飢
え
て
い
る
日
本
人
が

多
い
の
よ
」
と
、
あ
る
日
本

次
怜
は
説
明
す
る
。

ア
ル
コ

ー
ル
飲
料
も
ひ
と

つ
の
製
図
と
見
え
る
。
酔
え

ば
も
ん
で
ら
許
さ
れ
る
と
H

本
で
は
よ
く
母
国
わ
れ
る
。
欽

ん
で

い
る
時
に
上
司
に
食
っ

て
か
か
勺
た
リ
、
な
に
か
無

分
別
な
・
』
と
を
し
で
か
し
た

と
し
て
ら
、

「酔
っ
て
た
む

の
で
す
か
ら
」
と
官
側
J
え

ば
済
む
の
だ
。

ち

加
え
て
カ
ラ
オ
ケ

・
パ
ー

に
は
H
H
を
つ
ん

g
〈
伴
必
h
H

後
(
そ
れ
は
騒
が
し
い
う
え

に
、
必
ず
れ
M
汗
さ
れ
て

い
る。

カ
ラ
オ
ケ
を
文
・
ザ
泌
リ
に
訳

せ
ば
『
t
v・
つ
ぼ
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」
で
あ
る
)
の
魅
力
が

あ
る
.
そ
し
て
小
心
者
を
ぐ

っ
と
勇
気
づ
け
る
よ
う
に
.

7
イ
ク
に
は

エ
コ
ー
が
か
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
・ヲ

ま
く
な
く
て
も
、
マ
イ
ク
の

仰
に
し
吐
っ
と
、
ま
る
で
内
分

に
止
能
が
あ
る
よ
う
に
思
え

る
の
さ
』
と
、
ナ
カ
ム
ラ

・

7
ミ
ト
シ
は
汀
う
。
一

-r八

歳
の
彼
は
服
装
会
社
の
セ
ー

ル
ス
マ
ン
で
あ
る
と
と
ら
に

カ
ラ
オ
ケ
歌
手
で
も
あ
る
。

4
4
は
な
に
を
選
ん
で
も
桃

わ
な
い
。
し
か
し
カ
ラ
オ
ケ

歌
手
は
、

米
間
の
カ
ン
ト
リ

ー

・
ミ
A
l
ジ
ッ
7
m
川
舗
で

い
う
『
だ
れ
も
が
4
4
う
が
、

ど
れ
ら
が
F
F
な
」
放
を
巡

ぷ
傾
向
に
あ
る
。

川
に
お
ぽ

れ
た
行
の
必
し
み
会
ど
が
よ

く
歌
わ
札
る
テ
!
?
で
.
特

に
人
気
の
あ
る
の
は
「
悲
し

い
術
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

品
聞
で
あ
る
。

し
か
し
陽
気
な
巾
も
歌
わ

れ
る
。

歌
い
手
の
気
分
次
第

で
な
ん
で
も
よ
〈
、
ど
ん
な

歌
か
は
問
題
で
は
な
い
。「
問

題
は
、
政
い

f
が
本
叫
に
う

ま
い
か
本
当
に
下
手
く
そ
な

の
か
だ
け
な
ん
ど
』
と
.
泌

が
の
あ
る
カ
ラ
オ
ケ

・
パ
ー

続。山
い引
は
汗
う
・
そ
う
し
た

経
常
行
に
と
っ
て
よ
り
.

こ

の
こ
と
は
む
し
ろ
近
隣
に
仲
間

む
人
び
と
に
と
っ
て
問
凶
で

あ
る
。叡

う
あ
妨
さ
ん
も

網
開
切
が
近
く
に
な
い叫吋‘

例
え
ば
交
泌
機
関
に
点
勺
て

い
る
よ
う
な
時
に
‘
秋
い
た

い
肋
品
川
に
か
ら
れ
た
と
し
よ

う
そ
れ
で
む
開
制
は
な
い
。

川
鉄
の
列
市
に
は
.
カ
ラ
オ

、

ケ
を
裳
備
し
た
ラ
ウ
ン
ジ
」車

両
を
持
っ
て
い
る
の
が
あ
る
。

点
以
の
タ
ク
シ
ー
遜
松
下
.

セ
ツ
ォ

・
ヵ
ト
l
は
市
に
カ

ラ
オ
ケ
を
用
意
し
て
お
り
、

『
こ
の
ご
ろ
で
は

一
人
で
来

っ
た
女
也
容
で
も
歌
い
ま
す

よ
」
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、
家
庭
で
ひ
そ
か
に

声
を
渓
わ
せ
て
歌
う
・』
と
も

で
き
る
・
簡
単
に
シ
ョ

!

?

ン
に
な
れ
る
と
は
い
え
、
そ

れ
に
し
て
も
日
本
人
は
カ
ラ

オ
ケ
セ
ッ
ト
を
京
総
に
ど
ん

ど
ん
ば
っ
て
紛
っ
て
い
る
.

L〈
F
メ
ー
カ
ー
の
ひ
と
つ
松

ド
芯
総
品
開
業
に
よ
る
と
‘
カ

ラ
オ
ケ
市
場
の
売
り
卜
噂
げ
は

昨
年
、

二
倍
以
上
に
な
っ
て

F
八
行
ニ
ト
.
h
J
を
必
録
し
、

今
年
は
二一
F
M
J
に
な
る
だ

ろ
う
と
の

・」
と
で
あ
る
。

カ
ラ
オ
ケ
の
魅
力
に
は
だ

れ
む
が
し
び
れ
る
よ
う
だ
。

枇
近
.
大
山
の
駒
内
察
は
.
前
川

け
ら
れ
て
い
た
終
品臓
の
木
伐

を
必
っ
た
仏
似
を
波
附
制
し
た

が
‘
そ
れ
は
売
っ
た
代
AM---

F
・1.h
J
で
ホ
l
ム

・
カ
ラ

オ
ヤ
セ
ァ
ト
キ
匂
W
H
-
ヲ
た
め
ど

っ
た
.
そ
の
仏
像
は
一
F
六

行
J
で
本
伶
を
買
い
戻
し
て
、

や
っ
と
釈
助
制
さ
れ
た
。

な
ト
竺
カ
ラ
オ
ケ
は
む
う

ピ
1
7
に
注
し
た
と
一吉田一う
人

た
ち
が
い
る
・
臥
仏
下
屯
m
商
産

業
は
カ
ラ
オ
ケ
の
先
リ

t
げ

が
・
九
-
q
・
年
以
後
仰
び
る

と
は
弘
て
い
な
い
.
さ
て
Aー

や
点
以
の
カ
ラ
オ
ケ

・
パ
ー

の
何
軒
か
は
、
日
本
人
た
ち

の
次
の
泌
行
と
な
る
か
む
知

れ
な
い
.
ノ
l
パ
ン

・
キ
ヴ

サ
e
に
変
リ
つ
つ
あ
る
f
キ

ッ
サ
.
は
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
、

了ノ

l
パ
ン
・
は
パ
ン
ツ
な

し
と
い
う
怠
味
で
.
キ
ヴ

サ

の
よ
ス
テ
え
が
そ
・
ヲ
し
て

い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〉

AHE--q・
同

r
o
r

。2
2
ω
2

品。，
P
4語
"
1

司mwsttz."
』

Z
陥

WH

"
r
"
"
"
-
4
0
日『
.-1・w
，、.w『山、y陶

W『乱陣。

ω命。・



ゲームマシン (18 ) 月2回 (1日 .15H)発行第172号

" 
の“ ゴット初の

バイレベル

も「ウォーロ ー ドJTV許諾機タイト ーカ、ら、

米
凶
パ
リ
l

H
札
制
剥
フ
リ

ッ

ハ
l

「
エ
ン
プ
リ
オ
ン
」
が

日

仰
パ
リ
l
・
ジ
ャ
パ

ン

(本

月

一
社
東
京
、
パ
I
パ

l
社
長
)

9
一
を
通
じ
て
、
州
側
タ
イ
ト
l
、

年
一

一
吻
ナ
ム
コ
、
州
側
エ
ス
コ
向
H
い初

日山一

の
二
一
社
か
ら
姶
必
さ
れ
る
。

何
一

ニ
れ
川
崎
中
山
船
内
で
の
下

目
圃

小
山
人
の
誕
生
を
テ
ー
マ
いい
し

九民、

M

H
札
独
特
の
デ
ザ
イ
ン

に
よ
る
ワ
イ
ド
7
リ
ッ
ハ

l
。

( 1 B・1511)発行月2回ゲームマシン
『

続々発売ヘ

偽
ナ
ム
コ
(
本
村

Hh次
点

一
郎
大
田
区
蒲
川
妊
の
7
.
卜
八

一
ので一
、
朝
円
ピ
ル
、
念
七

:

一
六
l
プ

一
.
.
 、

山
町
村
臨
時
岐

一
社
長
)
か
ら
小
引
点
物
臨
時
の

一

伽
ス
ラ
ン
プ
仰
了
ラ
レ
ち

一
ゃ
ん
"」

が
祈
州
北
必
と
な
る
。

一

こ
れ
ば
今
人
hA
K
M小
の

一
-
T
レ
ヒ
マ
ン
カ

「
恥
λ
ラ
ン

号
一

フ
」
に
登
山柑

f
る
キ
ャ
ラ
夕

刊は

ず
ー
を
配
し
た
定
抗
式
-
-
人

第

用
品
棋
物
機
で
、山
脱
出州
の
前
の

却
分
に
は
炊
飲
伐
に
乗

っ
た

"
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
H

、
後
ろ

の
部
分
に
は

h

タ
イ
ム
く
ん
u

昭和何年 9月 1日( 19) 

----OB 

仙
川
タ
イ
ト
l

(
本
社
点
点
、
ル
が
あ

っ
て
、
マ
ル
チ
ボ
l

コ
l
ガ
ン
社
長
)
か
ら
米
一同
ル
と
を
る
。
ボ
ー
ナ
ス
は
五

ゴ
y
ト
リ
l
ブ
社
製
フ
リ
ッ

併
ま
で
、
兵
赤
な
パ
ン
ハ
l
、

ハ
l

「マ

l
ス

・
ゴ
ッ

ド

・

ド
ロ

y
ブ
タ

l
ゲ
y
ト
も
持

オ
プ

・
ワ
i
」
と、

T

V
ゲ
徴
の
ひ
と
つ
。
ダ
ブ
ル
フ
リ

ー
ム
機

「ウ

e
l
ロ
l
ド
」
ツ
パ

l
M
M
m。

が
先
先
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず

「
マ
l
ス

・
コ
ソ
ド
・

4
4

フ
・
ワ
i
」
は
U

1

7
叫
円

以
の
戦
争
の
神
マ
l
ル
λ
を

宇
中
山
戦
争
を
パ

y
ク

ιデ
ザ

イ
ン
化
し
た
川
社
初
の
パ
イ

レ
ベ
ル
K
H
式
の
フ
リ
y

ハ
i
。

フ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド

t
部

に
透
明
な
チ
ュ
ー
ブ
が
浮
か

ん
で
お
り
、
こ
れ
に
ポ
i
ル

を
返
す
こ
と
に
よ
り
お
得
点

の
チ
齢
、
ン
ス
と
な
る
。
トれ側

i
i
制
酬
に
キ

ヅ
7

7
ウ
ト
ホ
l

司、.
司、.

旬、

マース・ゴッド・オプ・ワー

ハ
ー
フ
ミ
ラ
l
保
川
に
よ

る
立
体
感
の
あ
る
パ

ァ
ク
ガ

ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、

背
戸

シ
ス
テ
ム
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
に

減
り
か
け
る
。
定
価
八
十
.

，aJ
川叶，。

J
P
 

次
に
T

V
ゲ
ー
ム地問

、
ゥ

t
i
n
-
ド
」
は
米
同

γ
ず

リ
H
刊
に
よ
る
刷
花
u
nm山川
川
で

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
ア
ノ
フ
ラ

イ
ト
盟
。

遊
び
か
え
は
、

川
じ
く
ア

タ
リ
社
詐

m
nmの
セ
ガ
社
製

「
ウ
ォ
l
ロ
i
ド
」
(
カ
ク

テ
ル
型
}
と
同
じ
。
湖
面
四

隅
に
あ
る
械
を
火
の
ぷ
の
攻

セ
ガ
社
初
の
カ
ラ
l
X
Y
方
式

母
船
と
接
続

-・・・圃.圃・・・
発
声
機
構
っ
き

「
ス
ペ
ー

ス・
フ
ユ
s
t
H
ソ」

剛
山
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
フ
ラ
?
と
し
た
ゲ
l
ム
で
、

H

カ

イ
ピ
ス
(
本
社
東
京
、
ロ
ー
ラ
ー
ピ
l
ム
仰
と
呼
ば
れ
る

ゼ
ン
社
長
か
ら
テ
ー
ブ
ル
型
カ
ラ
l

-
ベ
ク
ト
ル

・
シ
ス

1
V
ゲ
l
ム
機
「
ス
ペ
ー
ス

・
テ
ム
に
よ
る
同
社
初
の
カ
ラ

フ
ユ
|
リ
」
が
発
売
さ
れ
る
。
l
x
Y
モ
ニ

タ
ー
方
式
採
刷

こ
れ
は
下
宙
戦
争
を
テ
ー
の
も
の
。
一

つ
の
ボ
タ
ン
操

宇
宙
人
テ

I
マ

「
エ
ン
ブ

リ
オ
ン
」

ザ
イ
ン
の
レ
l
ン
が
必
定
さ

れ
て
お
り
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

技
術
を
泌
す
る
と
ニ
ろ
ど

れ
.卜の
小
さ
h
u
フ
リ
ー
，
バ
ー

は
ア
ウ
ト
レ
ー
ン

へ
の
ホ
ー

ル
の
品
川
き
を
止
め
る
も
の。

パ
リ
ー
フ
リ
ツ
パ

l
、
3
社
か
ら
発
売

-

新型棄物機

フ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
H
上

方
に
小
さ
な
7
リ
ッ
パ

|
ゾ

ー
ン
。
左・
6
に
で
つ
の
キ
ャ

ブ
テ
ィ
ブ

・
ボ
ー
ル
が
あ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
ド
ロ
y

フ
タ
l

ゲ
y
ト
に
山
す
ら
れ
て
い
る
が

以
出
す
る
と
い
州
得
点
の
チ
守

ン
λ

む
し
L

に
キ
ノ

7
ア
ウ

ト
ホ
ー
ル
が
あ
っ
て
マ
ル

F

i
h
r
o
t
L
J
n・
4
厄
c

J

o

，E
 

.卜部
に
A、

R
M
B
R
Y
O
N
の
文
山
許
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
い
よ
り
、

多
彩
な
プ
レ
イ
が
吋
能
に
な

る
。
ボ
ー
ナ
ス
-b
依
主
で
。

汗
廿
刊
シ
ス
テ
ム
保
川
出
問
。

定
価
九
十

一
万
円
。

8
と
独

n
T

'‘ 
ー

恥
リ
入
・

7
.
、

-
R
，

ノ

J〆

ダ

f雲水貿易

く
ぬ
い
ぐ
る
み

-い
ル
小
仰
は
い
切
除
(

U

羽
川
事
業

所
H
点
以
郎
大
凶
灰
京
総
谷

二
一
の
十

-
の
七、

念
じ
四
阿

|
八
開
八
.h、
ゑ
川
寿
社
長
}

か
ら
、
小
型
乗
物
出
悼
の
ソ
フ

ト
ア

ニ
マ
ル
シ
リ
ー
ズ
第

-

似

「駄
-7
ハ
ン
ダ
」
が
八
川

ド
旬
出
開
発
光
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
川
社
チ
ピ
ロ
コ
シ

リ
l
x
、
キ
ャ
デ
ヒ
ラ

l
シ

リ
l
λ

、
コ
ン
ポ
イ
シ
リ
ー

ズ
ロ
続
く
新
シ
リ
ー
ズ
で
、

品
川
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
来
っ

て
楽
し
む
定
訟
式
二
人

m乗

物
機
。
音
楽
が
流
れ
る
中
、

ぬ
い
ぐ
る
み
は
耐
引
き
戸
を
出

し
て
、
庁
、
胴
体
、
花
、

u足

な
ど
れ
加
が
ユ

ニ
1
7
A
1
品川

人
気
マ

ン
ガ
か
ら
ナムコ

-
ト
紗
ま
で
ω
H
H
d
叶
能
)

品川
さ
は
ヒ
ノ
ザ
ン
?
と
口

l

リ
ン
ジ
付
金
波
定
は
.
川

行
川
(
E
tれ
川
ぷ
切
H
H
H

可
能
)

ぃH川
さ

-
・
川
い
、
脳

0
・
八

ドペ
H
R
さ
-

・
ム
，
¥
市一さ

..
 
，

.，。

f
!
"
 

定
価

h

ハ
ト
一
-
万
円
。

町
ス

ラ
ン
プ

・ア

ラ
レ
ち
ゃ
ん

が
い
る

作
品
開
ば
タ
イ
マ
ー
制
で
、

.
川
九
十
秒
(
ト
秒
か
ら
行

----og 

き
を
す
る
。

ぬ
い
ぐ
る
み
は
ク
リ
ー

ニ

ン
グ
が
司
能
で
、
従

っ
て
附

γ
ぬ
れ
で
も
大
丈
犬
。
ま
た

析
し
い
ぬ

い
ぐ
る
み
と
の
行

せ
行
え
も
で
き
る
の
が
特
徴
。

ハ
ラ
ソ
ル
付
き

(
取
り
は
ず

し
可
能
)。

料
金
設
定
は

一

M
Tn
刊
。
高
さ
.

-
て

γ
、

幅
一

一γ
、
長
さ

一
・ぃ
ハ
γ
、

承
さ
と
ト
、
"
。

な
お
パ
ン
ダ
の
ほ
か
キ
リ

ン
、
象
、
局
、
ク
マ
、

J
4
y

ト
七
イ
な
ど
が
次
々
と
絡
先

キ
ャ
プ
テ
ン
キ
ッ
ド

い

ωる
と
、
必
初
の
ハ
タ
ー

ン
へ

一似
る
。
ビ
ー
ム
胞
は
段

初
の
パ
タ
ー
ン
で
は
前
方

一

本
の
み
の
発
射
し
か
で
き
な

い
が
、

三
つ
の
防
総
が
そ
れ

w
T
れ
災
な
っ
た
姥
射
必
向
を

仰
っ
て
い
る
た
め
、
ド
ッ
キ

作
に
よ
り
ん
f
小
山
総
を
花
トれ
に
ン
グ
い
い
よ
り
発
射
K
H
向
は
①

綻
川
さ
せ
な
が
ら
、
も
う
』
山
川
み
へ
.二
本、

2
M
M
Nと
在

つ
の
鎗
射
ホ
亨
ン
で
似
.，
Mm
トH
K
H
向
の
J

，L
午
、
a
uM
M
-.

を
コ
サ
コ
サ
い
帥
開
決
し
て
い
本
と
後
β
へ
.
本
の・
1
Mm
矧

く
。

が山山・
4
、
そ
の
破
岐
力
は
.

ハ
タ
l
ン
は
問
同
州
知
あ
り
、
併
に
則
す
。
阪
r
h
は
例
制
問
販

一
ハ
タ
l
ン
か
ら
・
ニ
パ
ク
l

(卜
点
か
ら
間
百
点
)あ
り
、

ン
の
各
終

f
時
に
防
総
が
現

そ
れ
ぞ
れ
パ
タ
ー
ン
が
進
む

わ
れ
る
の
で
、
宇
宙
船
を
ド
ご
と
に
形
を
変
え
点
数
も
期

ツ
キ
ン
グ
さ
せ
る
。

母
船
は
え
て
い
く
。
{
干
前
総
二一
隻
(
切

t
u聞
紙
。
H
M
初
の
パ
ヂ
l
ン

M
mH

可
能
)
が
似
石
に
ぶ
つ
か

で
似
石
併
を
全
郎
破
凶
悼
す
る
る
と
ゲ
i
ム
終
了
だ
が
、

一

と
、
ま
ず
J
-
一
個
紛
の
付
総
が
定
得
点
以
上
で
-
役
追
加
。

」
度
ド
税
わ
れ
、
そ

の

う

九

各

ハ

タ

l
ン
ご
と
に

『頑

の
.
つ
に
ド

y
F
ン
グ
さ
せ

必
れ
」
な
ど
の
血
H
H
刊
が
山
山
で
、

る
と
・
-
ハ
タ
|
ン
H
に
巡
む
。
下小
川
人
の
孤
が
現
わ
れ
る
。

ニ
う
し
て
:
・
つ
の
川
町
船
を
似

定
価
問
卜
J

・H
円

惨
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
守
る
と

い

う
内
谷
で
、
ポ
リ
ウ
ム

に
よ

る
ハ
ド
ル
操
作
。

-
人
問
で

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
抑制手

を
す
る
。
再
生
口問
。

定
価
問
十
=
.万
円
。

エンプリオン

J> 
A 

さ
れ
る

F
定
。

LVι
轟
圃
ト
』
L
l
ぺ、
U
J
U』
。

}

i

J

J

I
r
 

こ
れ
は
「
ど
も
た
ら
が
中

いい
人
っ
て
飛
ん
だ
り
は
ね
た

り
す
る

ム
γ
l
γ
7
シ
守
ン

遊
九
で
、
愉
快
な
海
搬
船
の

船
長
の
形
を
Mm
総
状
に
し
た

も
の
。
船
長
の
郎
と
相
ι.，の

色
は
ブ
ル

ー
が
器
本
に
な
っ

て
い
る
。
大
き
さ
は
し
ぬ
さ
七

γ
、
直
後
六

γ
、
定
員
は
卜

五
名
。

定
価
-
一
百
八
十
万
円
。

デ
ッ
カ
イ
グ
船
長
4

タスコ

親
し
め
る
動
物
と

州
大
阪

γ
ン
卜

{本
社
H

大
阪
出
淀
川
M
m
.-.
山
川
小
.

の

舎
の
-
一l
r
h
、
8
1
0
九

1
八
.九
八

μ
、
ト
収
、
水
版
社
μ
ど

か
ら
エ
ア
|
ア
ク
シ
ョ
ン
遊

一孔ハ「ア

ニ
マ
ル
サ
ー
カ
ス

-

ジ
T
ン
フ

・
ジ
ヘ
ン
プ
」
と

「パ
ニ
l
」
が
は
比
光
さ
れ
て

取うパンダ

タ
ス
つ
仰
(
本
社
目
点
京

都
文
京
区
本
駒
込
7

の
十
七

の
-
一、
宮
八
七
|
六
七
問

.、

上
限
勝
社
長
)
か
ら
問

ジ
ャ

ン
プ

ジ
ャ
ン
プ

Drスランプ・アラレ.，ゃん

いン
T
ン
ソ
・
リン
T
ン
ソ

t
・1
f
f
・

-a
;
:
t
、

川川
o
u
L

川、じ品
H

・

自'ル』
削駅
L

れ
ー
め
市
内
川
と
し
て
し

A
内

で
き
る

川
門
γ
川払川
の
本
体

は
川
つ
の
仏川
に
吋
ル
が
刊
の

役
を
し
て
立
ち
、
.
人
斤
は
・
干

y

ト
必
り
、
-
つ
の
州
}仰
が

透
明
で
外
か
ら
内
総
全
体
が

H

見
え
る
よ
・
7
に
な
っ
て
い
る

司..._司、
句、

社
フ

7
7
7
シ
リ
ー
ズ
の
第

十
-
m
押
と
し
て
「
キ
T
ブ
テ

ン
キ
ヅ
ド
」
が
発
売
さ
れ
て

い
ヲ
9

。ノ〈

大阪テント

五引き
h

ハ
ト
・
定
H
H

ト
れ
定
価
，
h
-九
卜

rH
円

?
ハ
ニ

l
」
は
ウ

サ
ギ
の
形
を
し
た
も

の
で
、
H
の
泊
分
か

ら
中
へ
入
る
。
-仙
さ

h
1

，
、
hrI-
，ATHUJ
a

'
l
f
u
、

山4
H
H
a

・ト
ヤ
h

山北側

-s'h
、ード
l.''z''
o

ar
-
4
'
l
l
a
'
H
γ
 

(2)@@(2)(f)@JQ)+@@(2)(f)@@ο(2@付F
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キャプテンキッドアヱマルサーカス ・ジャンプ ・ジャンプパヱー

{優等製ヨ玄泊三坂銭)長;;説領経支選ζ議援23

〈共通1土織〉
.1コイン』 、2、57

レジット場樟可

・9レジット、ホッパー

いずれも使用可

.パックアップ根縫付で

停電時もOK

・配当事90-55%切首可

・舛部キ一線作で問憎む

ワン?ッチ
スーパー・ファ イプ・キング ・C..h目。x3000枝以よ

スーパー・キング

gEBR1 
スーパー・#ーナス・キング

① 
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① ① 

最イ
テーブル型キャビネットl
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発射ポ責ン1;1.5ヵI'Jiに移励可tillで、

{その他別注パネル製造可}
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TV周ステ-

4均一ー-ー一一

14.. 20・

ム
E
下

14' ，20・アンダー:t.ックス

(金庫付}

14インチから20インチまでのどのキ ャピにも合ぃ、

保il'lI'Jコン トロールレバー取付周ピスが付いてい岳。

ょこた"(::~ 
14 6初 、330)氏。10
20' 630)( 400 x 260 

l E関脇l
メダルゲーム恨の蛤置濁世につ

きましτ11rメずルゲーム唱遁

世基準，.守。τご使用下@い.

四泊東ELクト口二クス側

主暗号lマ95-2085

④ 

Pロム書構
Clk畠込器 lケ用、 8"尚

4国略取器川 γ タヱーλ r司件再開ハング て
押ボタンスイ '7チ(1Ii付金具、 マイクロスイッチ村)
押ボタンスイッチ {ミaーロン)

官 ( . ) 
レパースイッテ {ミaーロン}

機作極書履
~~ 

・レ

ï!lî京fil~千代図区外神田中部ヒル

TEL (03 257 1685代

ν ス司Eータ1:7.. ガラ λ 'T，~').T
""'_JI;.コ，，，カウンタ

“〉
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・
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。J カラ・・ディスプレイモニタ-14型、同型，20型.22盟
ヵ，ーティ スプレイモニター轟績だ付
スイ yチンデレ~，_レーター 3電車

・'T'i"，t ~ゾ1 /1 12Vl八
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2宵陶 ・‘方南・8方向レパースイッチ
そニタ-111絶銭争ランス ー書81章.晶

官d冒院軍部E~
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20インチB管底キャ ップ

TV機部自も好釘発売中です

策修理改造に際しては電気用品取縄j土砂温守しまし aう

. +字レバー

・ 八方向レバー

.発射ボタン

. ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ タ ー

・操作パネル (各種)

L_ 

1:インチ 一 一勺底に..柑lするだ吋で20インチ由

B菅t二置嘗可能.

• 

自~306737

〔縄込先〕

三和銀行橿原支唐

廓付アンダー・ボッ クス
{金庫付)
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r:τsニ調会

630)( 3羽 )(2，帥

TV:Aテ一周サポートL金具

必!

サイス

ホッパー噂周アンダー

ボックス(1担出口付)
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INTERNATIONAl TRADE CENTER. TOKYO 
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bαsedon Amusement Machine Show 
Reorganization 01 the Trade Assn. 

省スペースを実現した新たな魅力……

agreement on a royalty basis， enter-
ing into licensing agreements with 
each other. Thereby， they are en-
deavoring to protect their market 
and the operators under their control. 

Sega of Japan got all rights 

of "Frogger" from Konami 

Sega Enterprises， Ltd._ Tokyo! 
announced Ju!y 22 that Sega and 
Konami Industl:y Co.， Ltd. 9s~ka， 
entered into a eontract， dated July 
21， 1981， giving Sega the worldwide 
exelusive' iight 'to manufacture and 
sell an amusement game known as 
“Frogger" and the worldwide .ex-
clusive right to use copyrights (in・

cluding， but not limited to， thosE! 
conceuiing music)， trademarks and 
all other industrial property rights in 
connection with Frogger 

Sega also announced that Sega 
intenas to make such facts known to 
the world， and hereby gives notice 
that should any of such copyrights， 
trademarks and other industrial pro-
perty rights be used by a third party 
withouf the consent of Sega， Sega 
will take against such pぽ tyappropri-
ate legal procedures to protect vigor-
ously such rights. And that any in・
quiry regarding purchase or distri・
bution of Frogger should be address-
ed to the Sales Division of the 
Company. 

Lester Co.， Ltd. 
Logitec Co.， Ltd. 
Masago Industrial Co.， Ltd. 
Meisho Tokushu Sangyo Co.， Ltd. 
Midgety Engineering Co.， Ltd. 
Mikuma Sangyo Co.， Ltd. 
Namco Ltd. 
Nikkodo Co.. Ltd. 
Nikko Seiki Co.， Ltd. 
Nihon Bussan Co.; Ltd (Nichibutsu) 
Nihon Gorakuki Co.， Ltd. 
Nintendo Co.， Ltd. 
Nippo Sangyo Co.， Ltd. 
Ohkura Indusll"y Co.， Ltd. 
Okamoto Mfg. Co.， Ltd. 
Omori Electric Co.. Ltd. 
Osaka AmusumentMachine Mfg， 

Co.， Ltd. 
Osaka Tent Co.， Ltd. 
Sammy Indusll"ies Co.， Ltd. 
Sansei Yusοki Co.， Ltd 
Sanwa Electronics Co.. Ltd. 
Sega Enterprises Ltd. . 
Senyo Kogyo Co.， Ltd. 
Shinsui Trading Co.， Ltd. 
Sigma Enterpri島esInc. 
~NK _corp. (Shin_Nihon Kikaku) 
Sun Elec仕oIlicsCorp. 
Taito Corp. 
TakaraKag必tUCo.， Ltd. 
Tasko Co.， Ltd. 
Teik組InternationalCorp. 
Togei Trading Co.， Ltd. 
Token Corp. 
Tokyo A.V. Library Corp. 
TokyoPav∞，L凶.

Toyo Gorakuki Co.， Ltd. 
Tsumura Corp. 
U凶 Enterprises，Lω. 
Universal Co.. Ltd. 
Vend Japan Co.， Ltd. 
Yuei Corp. 

Trade Press 
Amus暗mentIndustry Publishing Corp. 
Amusement Press， Inc. ' 
Coin Joumal Co.， Ltd. 

01 

At the Japanese arcarde game 
comers， video games still are playing 
the leading role. Since the Space ln-
vaders boom in 1979， the video game 
market has rapidly become compli-
cated due to reckless imitation. Since 
printed circuit boards can be. easily 
copied， there still釘 emany imitators 
despite the efforts of or a mutual 
agreement between the m勾ormanu-
facturers to exclude them. These 
imitators have had their footing in 
the 位ade as remodellers utilizing 
copied circuit boards. It is said that 
one of the representative copy-ing re-
modellers is -a member of Japan's 
largest gangster group. Since 1979， 
the JAA aI1d the JAMMA have had 
to oppose those copying remodellers， 
fighting a severe battle. 

A t present， the video game is not 
specified as an“object of copyrigh t" 
in the Copyright Law. In this regard， 
there has been no judicial judgement， 
and the copyright remains yet to be 
established. However， since the 
advent of “Space Invaders"， the 
manufacturers &ave often reached an 

Climote 
Gomes 

Morket 
Video 

Severe 
Joponese 

At the end of last year， the Japan 
Amusement-Trade Asωciation (JAA) ， 
an association composed of manufac-
turers， dealers and operators of 
games， kiddie rides and amusement 
park equipment， was disbanded. In 
its place， 3 new associations were 
organized in January， 1981: -1) the 
Japan Amusement Machinery Manu-
facturers' Association (JAMMA) 
which mainly consists of manufac-
turers of games and kiddie rides， 2) 
the Nippon Amusement Operators 
Association (NAO) which consists of 
operators oIlly， and 3) the Japan 
Amusement Park Equipment Associ-
ation (JAPEA) which consists of 
park amusement equipment manufac-
turers， contractοrs， etc. 

Since 1973 when the JAA was in-
augurated， the Amusement Machine 
(AM) Show has been held every year 
(except for 1974 when it was sus-
pended) at Harumi， Tokyo. This 
year， due to these changes in the 
trade organization， the AM Show 
will be held under the joint auspices 
of the 3 new associations. 

From the dissolution of the JAA 
and the birth of the 3 associations， 
however， difficult problems む ose.
One of the background circumstances 
is that many of the Japanese manu-
facturers have developed their busi-
ness _starting as operatorst an_d_ ~h_e"y' 
still depeno -on operation for 60・80%
of their corporate sales. As pointed 
out frequently， many of the Japanese 
manufacturers are basically operators. 
Thus， there are a considerable num-
ber of people who are wary of the 
tendency to separate a manufac-
turers' association from an operators' 
In fact， a variety of contradictory as-
pects have surfaced， as exemplified 
by an incident that occurred in June 
in Tokyo; a m勾oroperator (who is 
also a leading manufacturer) depriv-
ed a medium~small operator of their 
location either tacitly or compulsori-
ly. 

"" ~、

フロッガー

(セガ社製)

2 

|14インチカラーモニター使用 l
w・560協 0・480協
H ・600-700明，(調愛可)

霊量 36~ 

フレアデス

ドンキーコンタ

(佳突堂製)

- I -..... 

鳩 山級王rg11T -n，.;，;本 山京都墨眼的2・ト13'i"130ft(附…側
四， ，/.1 名古屋営噴提訴/名古屋市中村区下笹島町11・2住友生命名古屋ビル

レジャー・システム・クリエイター 〒450ft052・583・0891-2 

ヒット商昆をあ手元に

初e輔仲t帯血必e併蝿4 必甜ud<.t.制.
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官EHKANINTER町ATlONAL CORPORATION 
2・1-13AZUMABASHI. SUMIDA-KU. TOKYO. JAPAN 
PHONE: (03) 624-3101 TELEX: J 27174 TEHKAN 
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Exhibitors in the 1981 
Amusement Machine Show 

Frogger" in table type 
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Ace Jidoki Co.， Ltd. 
Asahi Engineering Co.， Ltd. 
A鈎hiSeiko Co.， L凶.
Bally Japan Corp. 
Bally Service Co.， Ltd. 
Bonanza Enterprises， Ltd. 
Data East Corp. (Deco) 
Denki Onkyo Co.， Ltd. 
Esco Trading Co.， Inc. 
Gifu Tok.ki Co.. Ltd. 
Handa Kikaikigu Co.， Ltd. 
Hoei Sangyo Corp. 
Hope Co.， Ltd. 
Irem Corp. 
Japan Coinco， Ltd. 
Japan Leisure Corp. 
Kaga Denshi Co.， Ltd. 
K姐鈍iGoraku Co.. Ltd. 
Kansai Seiki Seisakusho Corp. 
Kanto Goraku Kogyo Co.， Ltd. 
Kato Amusement Industry. 
Kawakusu Co.， Ltd. 
Komaya Mfg. Co. 
Konami Industry Co.， Ltd. 
Koyo Sangyo Co.， Ltd. 
Leijac Co.， Ltd. 
Leisuretron Industres Co.， Ltd. 
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ビパ・ダブルアップ

マ95-1664
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デコ

フラッシユボーイ
晶画... 珂加諸説.

敵に対し強烈怠

，，:1チと体当り

&&J~電車をくり返し

火山や隈石をかわ

し怠ガら宇宙|こ

むかつて進む

スリルとサスペンス
溢れるゲー ムです。

4人用の本格麻雀、テレジャンに

続いてプレーヤ一同志が 対戦でき

るマージャンゲームがカセット化

され、好評発売中です。
・ 1人用は、コンビュー ター相手に対戦

・2人用は同時に 2人が対戦できます。

・金品をかけてプレーす ることは禁止されて

おります。

盟かさを演出する、 電子技術の 本 社:干 171東 京 都 銭 島区南池 袋 3 9 5電信(03)988-2571間

名古屋営業所:〒464名古屋市千穣 区 春岡 通 り6の 28電話 (052)762-5222

徳岡営業所:〒812福岡市博多区i専多釈前3-3-12博多白水ビル5F電話 (092)4740120 

DATAEAST INC SANTACLARA CA95050 U.S.A 

株式会社デコ・札幌干064札幌市中央区南二十一条西十二丁目879-15ft(O川)562-2415間[I二.I~ 
-_..- 締~

会社

電書 畠
可i!J哩里b

~ー
メFルゲーム機的.Ix:直泌'，i;:t'
!.:つ~ましては『メダルゲ
ーム場運営).ci供J さ':1勺て

ご1!I!II1fごさも、

.コングがビルをかけ登る

ドンキーコング
.2人が交互にツモで会る

対局マージヤン
マ95-1836(日本物注)

.カラーポーカ一決定版

ゴールデン・ポーカー
W95-1878(ボナンザ)

器電砂官高間
内
J冒マv

 

.
マ
イ
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ン
内
蔵
の
新
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機

ズ
ー
ム
ヱ
イ
ト

H
.!馬が増え、売上げも増え

スーパー・ウィナーズ・サークル

マ95-2ω7(コロナ商事)

-技術の粋を集めた名機

ビッグショット II 
マ91-11722(高砂電器)

.競馬のスリルを満喫

ズームエイト DX 
マ91-14065(高砂電告書)

Telex 

5267710 VEND 

大阪市浪速区恵美須西3・3・36

n (06)643・3857(大代表)

東 京支l苫 東象都中央区新川 1-18・7

沖縄支応

沖縄ベンドジャパン /沖縄県宜野湾市大山436 n(09889)7・3333

JPJ 
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社
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会
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スカイスキッバー

... 

-

大コングに連れ去られたレディを救いに
工事中のビルを駆けのぼります。

女コミカルな複葉機が

大空をかけめぐります。
.めざやかなテレビ画面に楽しいアエメーションの世界

をIIZげます。
.スートのはいった動物たちを救う組み合わせで高得点

がt耳られます。
.後第搬を飛行場へ錨f~圭させ、うまく給油するのがボイ

ントです。

.級いやすい織作ボヲンの配置. 

. 工事現場のシテュエーションでたわむれる愉快なコン

クのキャラクター。
・ハン守ーを持ってアヲソク1する気分は壮快です。高得

点にもなります.
・ジャンプボヲンとコントローラーのハイテクニックで

今までにないスリルを昧わえます.
・ユニークな効果音はゲームの雰図気を一層械りあげます。

〆

アップライト宮イフ

スモール

アップライト骨イブ
スモール

アッフライトヲイフアップライ ト骨イブ

さE支~レ5込-Zス76
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ミ=ホッパー CAH-1 
英Sコインコントロールズ往と1Ill務工側ガ象年

の鉛苛と経験から作りあげ定最も小型で確実怠

機備に飯穴の収納容量をもっミニホッパー

〈仕様〉

・最大収納数 100円硬貨の場合 。 1500紋
10円硬貨の喝合… 1300牧
25セントサイズメダル・1200牧

・硬貨払い出L: 11予防(50Hz)マ….....'220枚
(60Hz)............280枚

.カウント リミッ ト:マイ クロスイッチ付

・モーター.定絡 1時間 50HZ 10日V 宮OW
(ファン付) 60Hz 100V 100W 

50HZ 24V 44W 
60HZ 24V 48W 

サーマルプロテクター内蔵瞬間停止装置及び

， 

NEW MODEL 

720・A

NEW MODEL 

720・A/F37

不良貨問題を一挙に解決
冷却ファン付

.使用可能縫 11.5φ -21.091 

(改良五円玉、 嬢似硬 貨) 従米のセレクターとの取持えは附)11にできます.

コインセレクターによるロケーション管理.1F
。 コ インセレクタ-900/F36 900/F37(トー タ ラ イザ ー付)

10門用・ 100円 用 、 1コイン-4コイン切替えがワンタッ チで

で きます。

0数昼の多少にかかわらずご一報下さればお送りします

匿盟

コインホッパーCH-500
〈特徴〉

1永年の妓術と経線で作りJニげ定.小型で確実

怠機織をもっ“コインホツI1ー“
2コインをm出する包鑑は高く、全体の1$さlま

四Eも低い.

3ザイズガ自由に交換できる(20φ-30φ〉

ι円盤のうしろに、ストラスト ベ戸リンクガ

入っているのでブレガ怠い.

〈仕織〉

・最大収納枚数 。 2S~ メずル 500~l! 

・硬貨払い出し校数 '分間

(50HZ)"'160枚以上 (60HZ)"'180l主以上

.モーター ・定絡時間連続

50HZ 100V 90W 60Hz IIOV 
サーマル プロテクター内娘、

瞬間停止装置置車び冷却ファン付

.使用可能コイン役21φ-30φ

.カウント用後知 近接スイ yチ

2草 加務員1叩臨83雪〈実公邸3.517!i1lg)じよって側とれ
告 てρるものてあり、こnと同レ禍過のコピー融正当8

g瞳輔副敏o.¥ぞ街費飯島町り損J':品りm うござい<J;'1. !If "正品しに駐車販売し、&..1:::13、副入静岡レ疋畠1::苅
当祉の宮副革、壬の宝時抽に円Eワ主体品c:U~誼ゆ惜 して師、工正泊灘lこ!I，¥る尭己障害車n吐煩公芭e:nT.:牒に
叫iこっ示、時軒、実舟断言臣、車在寄金田1..1しζおり、そ 埴に原ヲ〈蝿慣量互助草し a:.t:誌に堕づ昌世間在量し
の一郎回、 rs.に曹級品J:.UilI明主円 T;民所得暗!こょっ 正めら口ることlよ-b1Jり芯弓のでlJlJるコピーおの購入
て保揮さ円ており主主旬。 時間を桔さらぬよう置缶百しa:<i.
当証のミニホyパーCAH・11剖寺町昭日・刊9293、1192部 組高]55ft6月
号田ょυ実関硲52・93592号、日-12.坦白書初当ひに 56・
53272雪により出崎公開cm::尭車問書架に係句、聾句史陶 fl岳町肺役 安 8s 害電

信 頼 と妓術のふ れあい

.，草婚は本社宛に

カテログをこ帽

求下卓い。

本 社/:東京都港区間青山2・24・15青山タワーピル 2F ft03(401)6181 
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オットッ トグ水をもらすな。

いたずら好きのトムと

ネズミが繰り鉱げる

ちょっぴりエロティッ

クなテレビゲーム。

本
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警護新日本企
Shin Nihon Kikaku Corp. 

干530大阪市北区西天満6丁目1番2号千代田ビル別館5階
TE L. (06) 365-6621 (代) TELEX.5236785 SNKCO J 

東 京 支広東京都台東区浅草橋5-4-4 ジュエル秋蓑原
干 111n 03  (866) 6175  

仙台営築研仙台市上杉6T 目 1番 12号鈴木ビル 1絡
〒980宮 0222 (75) 6071-3  

福岡君主築研 福岡市f曹多区1噂多 駅 東3-3-16J川，膏ビル304号
〒812n 092  (471) 8612-3  

むつ営業所青軍事県むつ市新町 1 2 の 4
干 035n 0 1 7 5 2 ( 2 ) 7 7 8 0 

東犬阪君主覇基所 東大阪市吉田7・2-35 ホワイトシャトー1陥
干 578n 0 7 2 9 (6 5) 0 5 3 3 

麻雀ゲームのノfイオニア

アイレムカ噺時代に搬ν
菊鹿惑、期待謀、臨j易惑と、三拍子そろって

迫力側也空戦ゲ、ームrWWIIIJ今、衝撃の

デヒ、ューグ

コぜ-J年
注目のマシン・デビュー間近/

STRONG POINTS 

ペ

時間経過がリヲヲMこ再現されま克

@法1.布のメガトンミサイル力士世界の都市を急襲します

③ノfターンを追うごとに、パyクは・仏 ・米 ・伊 ・英・

1虫・日 六ヵ国の都市に変化します。

j
-
F
 

制ょのメダルゲーム織的限鑑海宮につきまして除、

『メダルゲーム‘遍曾iI!i準)t-噂ってと使用'H ぃ。

同 相、"町咽_E絵CtrOl'll(渇M_.アイレム株式会社
C侃 PORATION

-本 事土ノ大飯市東区安土町2丁目30番地(大阪国際ピJレ201皆)TEL06(264) 1391 (大代表)・HEADOFFICEjOsaka Kokusai Bldg..2.30. Azuchimachi，Higashトku，Osaka，JAPAN
TEL06(264) 1391 

園松原工場/大阪府松原市西大塚1丁目1.5.16 TEL0723(36)1174(代 表 )

アイレムIaニれからもa参事さまのご 嬰望に応える有力犠樋.鍵兜Lてまいりますのでこ鳴 柿下さいorMGP"IIIJrS・1Jttょのメ ダル機四段置遁世につ~ ま してlárメ ダルゲーム唱置宮基準) 4o守ゥてご使用下8 ぃ。
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て
し
ま
う
。
事
実
は
北
/
湖

と
赤
ン
坊
の
相
撚
の
よ
う
な

も
の
だ
。

自
分
党
と
か
政
府
と
か
が

の

e

i

誌
で
は
数
例
河
口
を
絞
っ
て
公
害
企
業
の
名
を
教
科
立

甲
論
乙
制
服
と
探
す
し
い
。

ら
消
す
の
に
熱
心
で
あ
る
と

だ
が
、
状
況
の
閃
式
は
い
み
る
の
も
明
ら
か
な
終
り
で

つ
も
の
返
り
で
何
ひ
と
つ
大
あ
ろ
う
。

き
な
変
化
は
な
い
。

(
た
だ
療
ろ
自
分
党
や
政
府
も
こ

切
口
は
同
じ
で
は
あ
る
が
燃

の
件
に
開閉
し
て
は
芯
法
第
九

旋
状
に
続
問
し
な
が
ら
州都
い
粂
と
同
じ
で
紋
害
者
の
立
場

局
面
へ
と
降
下
し
て

い
る
と
に
た
た
さ
れ
て
い
る
。
ス
ポ

い
う
変
化
は
あ
る
}
態
と
不
ン
サ
ー
か
ら
そ
う
す
る
よ
う

分
明
に
し
て
あ
る
枠
の
中
で
に
指
示
が
強
力
に
な
さ
れ
た

そ
の
時
そ
の
時
粋
の
位
置
を
の
に
過
ぎ
な
い
。

ど
こ
に
ご
め
総
定
す
る
の
か
、

ス
ポ
ン
サ
ー
は
金
と
い
う

抑
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
泉
徴
が
世
市
中
市
問
般
を
お
も
い

の
で
あ
る
の
に
過
ぎ
ず
ぷ
遊

通
り
に
動
か
し
て
い
る
社
会

び
》
と
し
て
子
供
た
ち
が
行
で
は
ま
さ
に

「
カ
ミ
」
さ
ま

う
「
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
」

で
あ
る
。

よ
り
も
遥
か
に
面
'H
く
な
い
。

中
立
公
正
な
立
場
か
ら
(そ

戦
時
中
の
験
問
に
よ
く
似
う
い
う
立
場
が
あ
り
え
な
い

て
い
る
教
科
書
に
つ
い
て
の
の
は
向
明
の
即
で
あ
る
の
だ

検
定
ら
し
き
も
の
は
総
か
附
が
)
般
か
な
情
報
を
知
ら
せ

利
三
十
年
印
刷
か
ら
既
に
始
め
る
と
い
う
発
行
郎
数
だ
け
は

ら
れ
て
い
る
。

数
百
万
部
に
の
ぼ
る
所
抑
制
日

そ
れ
を
例
の
既
成
事
実
じ
刊
紙
も
読
者
か
ら

-
筒

H
-一

し
で
叫
け
は
そ
の
時
つ
く
ら
れ
千
六
行
円
も
の
購
読
料
を
せ

て
し
ま

っ
て
い
る
。
後
は
悲
し
め
な
が
ら
、
山
間
読
料
は
叫
制

法
第
九
条
と
同
じ
で
あ
る
。

附
を
発
行
す
る
た
め
に
必
要

お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
・7
と
パ

な
経
授
の

一
部
に
過
ぎ
ぬ
今

え
ば
不
公
正
な
表
現
に
な

っ

の
か
た
ち
で
新
聞
を
発
行
出

教
科
書

① 
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る
。
財
界
の
隠
れ
炎
と
し
て

し
た
仕
事
と
は
お
も
え
な
い

の
必
役
の
前
技
は
不
釧
工
な
も
の
、
か
あ
っ
た
り
も
し
た
。

が
ら
も
似
に
つ
い
て
き
て
い
烏
艇
な
記
事
も
ほ
ど
ほ
ど
に

る
。
こ
こ
ら

T
.
発
倣
ら
れ
し
て
お
こ
う
。

え
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
す
む

刷

H
は
七
月
.
一1
八
日
の

こ
と
な
ら
ば
、
そ
れ
で
ス
ポ
夕
刊
に
海
主
坂
武
の
文
を
抑
制

ン
吋
ー
と
い
う
神
山仰
が

妥

ん

せ

て

い
た
。
海
老
似
の
文
に

で
下
さ
る
の
な
ら
ば
、
少
少
は
心
寄
ら
ず
も
抗
議
を
し
た

桃
川
町
は
必
い
け
れ
ど
、
こ
れ
く
な
る
箇
所
が
あ
る
。

は
い
つ
も
の
則
合
芝
婦
、
給
品
初
に
断
っ
て
お
く
、
が
払

桃
で
す
早
速
と
り
か
か
り

ま

は

海
老
坂
が
京
大
で
貯
球
を

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
や

っ
て
い
た
時
か
ら
の
泌
老

す
こ
し
山川
に
ア
メ
リ
カ
の
回
収
の
フ
ァ
ン
で
あ
り
『パ
リ
・

問
題
で
U
本
の
乍
生
や
労
働

ポ
ナ
バ
ル
ト
街
』
も

『戦
後

者
と
野
山砲
が
肉
体
的
加
山
内
大

を

忠
州
仙
の
般
家
』
も

『
フ
ラ
ン

強
制
さ
れ
た
の
と
同
じ
よ
う

y
・
フ
ァ
ノ
ン
』
も

『-A
口
認

に
教
科
舎
の
問
泌
も
只
の
仕

の

首
総
へ
の
ノ
l
ト
』
も
「パ

掛
人
は

-
向
に
叩
か
れ

ず

に

り

の
路
よ
か
ら
』
も
、
そ
れ

す
む
、
欠
耐
いい
立
つ
の
は
い
か
ら
も
う

}
附
こ
れ
は
岸
陽

つ
も
ロ
ボ
ァ
ト
で
あ
る
自
分

下

と
の
お
話
を
本
に
し
た
も

党
と
労
働
組
合
。
マ
ス
コ
ミ
の
で
あ
る
の
だ
が

『パ
リ
と

来
て
い
る
の
は
偏
に
徒
大
な
つ
く

っ
て
い
る
の
で
は
な
い

も
プ

ロ
レ
ス
で

一
役
か

つ
て

北
京
』
も
斡
叫
ん
で
き
た
。

ス
ポ
ン
サ
ー

(
広
竹
下オ
)
の

か

、
あ
れ
だ
け
財
界
に
関
わ

い
る
限
り
相
手
が
本
当
に

K
・

た
と
え
ば
、
海
老
放
の

こ

u
t
い
S
&

お
か
げ
で
あ
る
と
峨
き
な
が
る
怨

U
を
訟
に
し
て

い
る
教

O
さ
れ
る
よ
う
な
パ
ン
チ
は
ん
な
言
が
ま
い
。

ら
ス
ポ
ン
サ
ー
の
怠
に
か
な
科
訟
を
な
ん
と
か
し
ろ
。
ス

繰

り

出
さ
な
い
。
傍
白
に
は
|
|
フ
7

ノ
ン
は
生
が
闘
い

う
紙
耐
を
つ
く
る
の
に
紛
を
ポ
ン
サ
l
の
忍
U
は
許
せ
な
品
川
そ
う
に
見
せ
て
宮
内
は

一
寸
で
あ
る
こ
と
を
私
に
忘
れ
き

ゐ。，

山山
す
の
み
で
、
購
読
料
を
川柳

い
、
と
い
う
訳
で
あ
る
。

絞
る
だ
け
の
綴
似
有
効
パ
ン
せ
な
い
。
私
が
縫
っ
て
き
た

い
な
が
ら
本
質
的
に
は
自
分
自
分
党
は
プ
ロ
レ
ス
の
悲

チ
を
数
発
は
な
つ
だ
け
、
徽

〈限
〉
を
、
総
力
に
対
す
る

の
敵
の
広
告
だ
け
を
手
を
変
役
と
全
く
同
じ
で
あ
る
、
7

底
的
に
こ
の
構
造
を
つ
き
、
怒
り
を
、
悩
し
み
を
忘
れ
る

え
口聞
を
変
え
毎
H
F
方
的
に
ス
コ
ミ
に
お
い
て
は
財
併
の
こ
の
仕
掛
を
ば
ら
す
こ
と
か
な
、
と
呼
び
か
け
て
く
る
。

押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
購
読
処
し
た
並
大
な
必
棋
は
自
分
ら
は
到
ほ
か
な
わ
ぬ
迷
い
佼
画

一
主
義
に
、
権
威
主
義
に
・

者
こ
そ
い
い
商
の
皮
で
あ
る
。
党
の
ミ
ス
に
出
来
る
だ
け
隊
経
に
門
分
を
椛

い
て
い
る
。

官
僚
主
義
に
、
前川
悦
に
、
怠

か
よ
う
に
ス
ポ
ン
サ
ー
は
り
必
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
は
や
は
り
似
の
将
は
大
事

に

し

怖

に
、
便
宜
に
、
老
化
に
、

熊
大
で
あ
り
の
さ
ば
り
か
え
や
い
訴
が
何
処
か
の
図
で
は
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

限
り
に、

〈死
〉
に
、
と
き

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈

工
夫
あ
が
り
の
カ
ク
エ
イ
り
、
他
の
も
の
に
ま
し
て
い
と
し
て
は
印
刷
し
そ
う
に
な
る

教
科
役
の
問
題
も
搬
は
同
さ
ん
〉

っ
と
う
大
事
な
の
は
わ
が
身
私
に
、
し
っ
た
の
声
を
あ
び

じ
で
あ
る
。
ス
ポ
ン
サ
ー
で

〈
ス
ル

メ
の
飢
し
た
フ
ク
ダ
を
支
え
る
飯
の
樋
で
あ
る
財

せ
で
く
る
。
と
同
時
に
、
こ

あ
る
財
界
は
、
新
聞
、

T
・

さ
ん
〉

界
と
い
う
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
う
し
た
闘
い
が
、
あ
く
ま
で

v、
放
送
、
雑
誌
な
ど
に
鮫

〈
エ
l
、
ゥ
ー
だ
け
の
オ
オ

り
紳
線
で
あ
る
。
い
つ
も
悶
も
「
入
聞
を
解
き
放
つ
」
た

べ
て
、
教
科
舎
は
そ
の
や
り
ヒ
ラ
さ
ん
〉

じ
芝
脳
の
繰
り
返
し
な
の
だ
め
の
闘
い
で
あ
る
こ
と
を
忠

方
に
お

い
て
ス
マ
ー
ト
さ
が

〈走
り
つ
か
い
の
ゼ

ン
コ
ー
か
ら
、
結
時
間
マ
ス
コ
ミ
は
よ
い
山
山
さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
の

欠
け
て
い
る
こ
と
に
波
れ
を
き
ん
〉

く
臨
め
で
よ
く
し
ら
け
て
い
闘
い
の
う
ち
に
は
ら
ま
れ
る

切
ら
し
た
の
で
あ
る
。

と
か
首
相
に
な
れ
ば
即
郷

る

の

で
あ
る
か
の
よ
う
だ
。

ノ
ン
と
ウ
イ
の
緊
張
を
手
放

出
米
が
必
い
子
供
ほ
ど
余
撒
の
対
象
に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
し
て
そ
の
よ
う
な
凶
し
で
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
納
得

討
な
金
が
か
か
る
。
去
年
の
の
だ
が
、
超
大
企
業
の
社
長

余
芝
居
の

-
環
と
し
て
所
請
さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、

七
夕
巡
挙
に
は
あ
れ
ほ
ど
英
と
か
会
長
と
か
に
つ
い
て
は
評
論
家
と
か
文
化
人
の

一
文

「

私

の

巡
れ
歩
く
太
陽
が
、

大
な
資
令
を
流
し
て
や
っ
た
緩
端
に
ま
で
気
を
つ
か
っ
た
が
円
刊
紙
と
か
週
刊
誌
に
掲

ど
ん
な
小
さ
な
片
隅
を
も
熊

の
に
鈍
惨
な
内
分
党
め
、
マ
組
問
抑
制
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

時制
さ
れ
た
り
、
T
-
V
の
コ

ら

し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヌ
コ
ミ
を
み
よ
、
あ
れ
だ
け
教
科
祢
も
あ
の
だ
ん
で
行
メ
ン
卜
に
な
っ
た
り
す
る
。

い
」
と
彼
が
ザ
?
と
き
の
生

仲
間
か
な
広
告
伎
を
波
し
て
や
け
と
い
う
の
で
あ
る
。

uv叫
先
新
聞
夕
刊
の
某
の
コ
へ
の
愛
、
怠
織
へ

の
桜
底
的

る
だ
け
で
円
分
か
ら
す
す
ん
も
と
も
と
ア
イ
デ
ン
テ
イ
メ
ン
卜
な
ど
は
こ
れ
を
紋
せ
告
信
頼
を
わ
が
も
の
に
し
た

で
尻
足
を
ふ
る
よ
う
に
し
て

テ
ィ
な
ど
こ
れ

っ
ぽ
っ
ち
も
さ
せ
ら
れ
た
記
者
に
可
哀
そ
い
と
思
う
。

中
立
公
正
で
確
か
な
紙
而
を
そ
の
気
が
な
い
自
分

党

で

あ

う
だ
が
ま
あ
通
常
の
ヒ
ト
が

鎌
先
英
太
郎

ー
『マリジテ・圃ト

恋人に対する貸方の愛情度を!!コ二一クな

タコガクッシヨンを主手に利用してゴール

で待つ恋人に戸タックする、愛情レベルゲ

ームです。

時折り現われる努f孟忽サメをスミで撃退す

るダイコミl芯、涼しさを満喫していただけ

ます。

濃いi6削船

..・・・・

T~四SILVERO
カラコヰヶ裟11ガステレ方1':::芯り、2つエイスピー刀ー

を使用し定穴絹怠パワ一戸ッブ、 レベル

メータ表示やマイク音質拠聖書芯ど

紋々 の新機偶を盛り込んで

新委場。

三;，

ヲラジドチヤジピオジ

ハィスコフフーを131旨し雨 ・落雷 ・トンネlし

・僑 .s字 1書の隠蓄をクリヤーしロボッ

トカーと重量い合うレース1<:1:、 ドライブゲー

ムの決定版です。

サつンド1<:1:4チャンネルシステムの!車問に

より臨場感あふれる大迫力です。

ε=三

(統
)

ヨ‘
，、

ヴアジ;刀ード
工キサイテインク芯音楽と鐙か怠色彩で迫

りくる、各パターンを次々にクリ少し、ミ

ステリーの世界を聖書f&し怠がら進んで行く

宇宙のづ戸ンガードだ/

@〒540大 阪市東 区 内 本 町 1丁 目 48番地

T E L. (06) 946-0181-3 
TELEX 悶 7019MAX SC J 

〒670兵庫県姫路市安田 1丁 目28番地
T E L. (0792)俊 一ω81(代表)

。~t白本代理底 株式会社 レジ ャーサ ー ビス
〒983-g減県宗市街光台東一丁目30番 1号
T E L. (0222)52-1711(11:) 

戸ミユースゎメント・マシンの製造・ 摘出入・販売・賃貸/屋内外レジャー施設の企画・設計 ・施工 ・運営サービス
iiiiU lHi!i !!ggW!!!!!!!!! m!!!!J!見当担当巡lil主主坐!!!!!i!主主主主主主主主主芸H差益ilh::l~I出託公益差益註主主主主--己主長差益主主主主liHlg~ggEnüggElîfî!îjiülî Îî !1 jîiî î 1 !jü!j !î l~ îi!1 !出gmHilimmimi ; :ii i!i!i!Hjm!~!iÎl j liiliHHîî!îHi ! !i!!!!!! !i n ; il j l î i î i

。姫路支底

姫路支鹿
北日本代理唐

マックスサービスE栂 3

d 
バリー純生パーツのことならマックスサービスヘ

当マッ ヲスサービスは、パリー純正パーツを量豊富に取揃え
ておりますので、・81年度新パーツカ宮ログご入用の方はご
一銭く ださ れI;t'.至急お送りいたします。
・多少にかかわ らず、お宮Ira舌一本で全国へ発送いたします。
・価絡褒ご入用の方はご一報く ださし、。お送りも、たし宮す。

新日本企茜より箇内販売婚取得

株式会社9-.'トー

ウォーロード

フpイ戸一-ポーlしで、組つだ絡を奴
めJllすゲームで1人から2人事でが楽

しめるこコーマシンで菅.

米国ア タリ従事』造鈴tt; ~~も

り、
、tr

CILITMIT1~~ 
Zジフリヨ『ジ・EW
獄々のボーナス得点ガ得られる最新型の

パリ一事I裂のICフリッパーです。

， 

~-ス・コッド・，..フ・ウ"'-.EW

O ' 

ロッワ・ワライマー

~(Q)CC~ 

ゲーム申!とき獲をしゃべるコッドリーフ

柱の愚新型ICフリツHー

MAX' SERVICE CORP. 

~ 
、
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